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2012年 中村学園大学 人間発達学部 非常勤講師（コロナ対策2019年度で辞退）
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私自身が15歳の時、医師の診断ミス（当時の医学では、

しかたなかった事を申し添えますが）により死を宣告され、
開頭手術を受け、長期の入院を余儀なくされるという
経験を持っていましたので、人の体の仕組み、特に脳の
仕組みには、以前から関心がありました。

また、自分の入院、前園長から交代した当時のこと
（前園長と理事長の事故で２７歳で園長に就任）、娘、
息子の事等で、危機の時パニックにならずどう対応して
いったらよいかという危機管理能力みたいなものが、少しは
身についていたのかも知れませんが、その時も、落ち込まず、
人の体の仕組み、特に脳の仕組みについて、勉強する必要を
感じ早速取りかかる事が出来ました。

科学的な根拠に基づいた教育を考える第一歩でした。

私に、示唆を与えてくれた著書には下記の様なものがあります。

高木貞敬著「子育ての大脳生理学」シリ－ズ、時実利彦著
「脳の話」「脳を育てる」「脳と保育」「脳を考える」、
松本和雄著「子供の脳と心」荒井良著「脳と健康」
「脳とからだ」、久保田競著「脳の発達と体」「手と脳」、
ペンフィ－ルド著「脳と心の正体」、伊藤正男著「脳と心を
考える」、千葉康則著「脳を生かす教育」「先生と親に贈る
脳生理学」、小出五郎著「脳－1400グラムの宇宙」、
オ－ンスタイン著「脳ってすごい」、立花隆著「脳を究める」
「精神と物質」、コチュラック著「脳科学探検」、ダニエル・
ゴ－ルマン著「こころの知能指数」等などでした。

その勉強を進める中で、わかった事が2つありました。
1つ目は、冒頭に書いた
「先輩の経験とカンで、子どもを育てることに疑問を感じ
始めた事」への訂正でした。経験とカンで行われていた事も、
大脳生理学上、かなっている事も数多くあったのです。
教育の先人達はさすがだと感心させられました。

しかし中には、やはり納得のいかないことが残った事も
事実です。2つ目は、経験とカンで子どもを育てる事で正解
だったことも、何の根拠からそうする事が正しいのか
「わかってする」のと､「わからないでした」ことでは、
天と地の開きがあるということが理解できたことです。

そこまでわかれば、することはただ1つ。子ども達の教育を、
大脳生理学上、科学的に分析し、理論的に系統化すること
でした。そうして、ゆりの樹幼稚園のカリキュラムを見直し
ました。あれから、毎年、カリキュラムを見直し追加、
改訂しています。そして、近年特に、この5年の間に脳の解明が
急速に進み、新しい事実も判明し、この改定が間違って
いなかったことを確信できた事は、何より嬉しい事でした。

子どもを育てるための「教育学」そこに科学性をプラスする。
そして、同時に取りくんだ事は、「心の教育」でした。

何故なら、体の問題は、必ず心に影響する相互関係にあると
考えたからです。

はじめに
－大脳生理学との出会い－

子どもの教育のみならず、これからは、保護者の啓蒙、
職員の教育の為にも児童心理学だけではなく、広く
「心理学」を学び、心のケアをする必要がある事を、
痛切に感じ始めていました。

又、もともと、西南学院大学、児童教育学科、在学中から
児童心理を専攻し、ゼミも心理学をとり、卒業論文も児童
心理の面から、兄弟児関係とひとりっこ研究をさせて頂き
ましたから、心の問題が一番大切であることは、常に私の
根底に持ち続けているものでした。

日本に「交流分析」を紹介された「杉田峰康先生」－本園
でミセスカレッジを講演して頂いた先生です－の研修
（チ－ム医療主催）を昭和６３年、東京で受けさせて頂き
ました。

以来、園長職と雑事に追われ、東京に通う事はかなわず、
著書のみで勉強を続けている日々でした。
その間に、家族療法、パ－ルスのゲシュタルト心理学、
ロジャ－スのカウンセリング理論、アドラ－心理学、
マズロ－の自己実現の心理学、エリクソンの発達心理学、
などを勉強させて頂きました。

杉田峰康先生が、福岡に住まわれることになり、幸い直接
に、 「交流分析」の研修を受ける機会に恵まれ今も続けて
勉強させて頂いています。

「交流分析」とは、日常我々が、互いに取り交わす言葉、
態度、行動を分析することによって対人関係のあり方を
その時、その場に応じて、意識的に統御出来るように
なる事、その事が、自己認識、「自己への気づき」に
役だつ心理学です。

又、日本に「アサ－ション」を紹介された日本女子大教授
の平木典子先生の「アサ－ショントレ－ニング」も直接を
受けることが出来る機会に恵まれました。

「アサ－ション」とは相手も自分も嫌な気持ちにならず
その黄金率を身につけることによって「上手に自己表現」
出来るようになる心理学です。

より良き人間関係を築くために素晴らしい心理学ですが、
特に、今私は、「交流分析」は、子ども達との人間関係の
コミュニケ－ション作りに「アサ－ション」は職員や
保護者との人間関係のコミュニケ－ション作りに役立てて
います。

－心理学との出会い－



杉田峰康先生の交流分析を勉強していたおかげで、「神経
言語プログラミング」との出会いもありました。

バ－ジニア・サテｲアの家族療法、パ－ルスのゲシュタルト
心理学、エリクソンの発達心理学、この3つの心理学は、
共に素晴らしいもので、その素晴らしさゆえにそのカウンセ
リングは、奇跡の名人芸とされていました。

神経言語プログラミング［ＮＬＰ］は、ひとつの学派では
なく、すべての学派を超越した理論を提供するもので、
現代の3人のすぐれた心理療法家が共通して示している心理
技法の中から、そのエッセンスを抽出して体系化し、使い
やすくしたものです。

ＮＬＰは、自らの力でその人の能力を引き出し、より積極的
に生きることが出来るようになる事、そして、他の人との
効果的なコミュニケ－ションを促進するための行動の具体的
な方法を教えてくれます。

具体的には、不安症、不信、対人等の恐怖症、人間関係の
問題解決、いじめ、ある種の学習困難症、無気力、心身症、
依存症等に役だつスキルです。

心理学はアメリカでは10年進んでいるといわれ、日本の
子ども達の行動もアメリカの子ども達の後を追うように、
その10年後に起こるといわれています。

その事を踏まえ、一刻も早い情報を得、勉強したいという
願いから、米国のもっとも優れたＮＬＰ指導者、ジェ－ク・
イ－グル先生と、マイク・バンドランド先生をお招きし、
NLPを直接学ぶ機会（チ－ム医療主催）を得られたの
でした。

指導書も、会話もオ－ルイングリッシュの中、頼りは、通訳
のセラピスト（心理士）の方のみ。
参加者は、28名、精神科医師、心療内科医、セラピスト
（心理士）、スク－ルカウンセラ－、会社経営者、大学
講師、そんな中、幼稚園関係者は、私一人の参加でした。

研修では、今まで、自分が20年かけて体験のみの中で培って
きたことが、理論的に整理されて頭の中に入っていき、
とても、すっきりとした気分でした。
今までの自分の中からぜい肉がそげ落されていながら、
ひとまわり大きくなった自分が抜け出てくる感覚を感じる
事ができた研修でした。

研修の間に作成した「問題解決の手引き」は、園児、職員の
教育の諸問題解決に毎日役だち、職員への一番おみやげに
なりました。
実践研修で体験したことを試みる機会も、何度もあり、
毎日が改善されていっている日々のような気がしています。

私の学習目標は、

１．園児の教育
２．保護者の啓蒙
３．職員教育
４．家族の教育、融和とその事が仕事でも融和に結び
つく事

5 ．１～４が自信をもって出来る自分になること
でした。

－神経言語プログラミング
との出会い－

いろいろな心理学を勉強したのは、私は心理のプロに
なるわけではないので、1つの療法にとらわれたく
なかった事、それぞれの療法の良い所を吉塚幼稚園の
教育に生かすことが出来、吉塚幼稚園的心理学がいつか
確立できれば嬉しい事だと考えていたからです。

そして、心理学は、決して特別なものでも何でもなく、
私達が常日頃、行っている事であること、そのことを
組織的に理論的に体系化したに過ぎないことを痛感
しました。

教わって見れば、日頃やっている事だったり、思って
いる事だったりするのだけれど、その事が、系統的に
頭でしっかり理解できているか否か、わかってしているのと、
わからないでしたのとでは、結果は歴然としています。

そして、尚且つ、組織的、系統的に頭にしっかりインプット
され理解できた後は、もう忘れて、ごく普通に日常生活
を過ごす方が、いやそうやって、自然に過ごせるように
なる事が最終的に大切なことであると私は、感じて
います。

心理学は、1つ扱い方を間違えると、非常に怖いもので
あるし、「それしかない」になると、宗教になり、金銭が
絡めば、マルチやキャッチセ－ルスのような商法に利用
されかねません。「教育を科学し、正しく心をキャッチする
教育」をこれからも頑張って実践していきたいと考えて
います。

「ママは、セラピスト」、お母さま一人一人も、お子様に
とって素敵なセラピストであることをめざしましょう。
子どもの気持ちになってあげる、その気持ちを共感して
あげる、わかってあげる、心を休ませてあげる、支えて
あげる、これ以上のセラピ－はありません。

親は、子どもを育てることによって、もう一度成長する
ことが出来るといわれています。私も二人の子どもの
おかげで、自分を見つめ、教育を見つめる事が出来ました。
二人のこどもに心から感謝しています。子どもの心理、親の
心理、園長と一緒に勉強したい方、どうぞお声をかけて
下さい。

私も、まだまだ子育て中、教え教えられる立場にありません。
育児はむずかしい。だから、みんなで、支えあっていき
ましょう。共に考えましょう。手をとりあって。

10日間私のコ－チとして、指導の手助けをして下さった、
医師であり、心理士である素敵な女性から素晴らしい言葉を
頂きました。その言葉を紹介して序と致します。

全託

すべての問題を解決する能力はすべて

その人自身が持っている。その事を信じ

て、その人の持てるすべての資質を信じ

きって、すべてをその人自身にたくして

みよう。

すべてはそこから始まる。



かつて、私は人にこう言われたことがあります。
「先生はいつも、毎日輝いて仕事をし、家庭を守り、自分の
やりたい事に時間を作り、翔け抜けるように働いて
いらっしゃる。
自分のことは二の次で、いつも人の為に働き、尽くし、その
ことに喜びを感じている。

まるで、ほかのものを照らす為に一日中輝いている太陽の
ようですね。太陽は、どんなに疲れていても、休みたくても
輝きつづけなくてはならない。そのけなげさと頑張りと
力強さは、周りの者をどんなにか勇気付け、励まし、力を
与えるかはかりしれない。

でも、太陽の輝きは、時として、弱っているものには、
強すぎることもある。その輝きから逃れたいときもあると
言うことをわかっていますか？」

別の方に、園長になり立ての私に、50点の園長、50点の母親
足して１００点ではいけない。50点の園長、50点の母親は
誰もいらない、のぞんでいるのは、100点の園長、100点の
母親だ」ともいわれていました。

「いつも、精一杯の努力」を信条に過ごしていた私は、その
ことを太陽と比喩するならばどうすればいいのだろうと、又、
新しい課題にそのことは、なにを意味しているのだろうと
考える日々でした。

そして、思い当たったことは、「月の存在」でした。

月は、闇夜を照らし、静けさと、安らぎと明日への活力を
与えてくれる。太陽が輝く昼間も、見えないけれど、ちゃんと
そこに存在していてくれる。それから、私は、月であることに
徹しました。
そして、ストレス過剰になり、酸欠状態に陥り、自分自身に
消化不良をおこしました。

たどり着いた結論は、「太陽」だけでも駄目、「月」だけでも
駄目で、指導者は、親は、常にその両面を持ち合わせてなくて
はならないということです。
一緒にいても、そばにいる人が息苦しくないように行動する
ことを知りました。

一日に昼と夜があるように、人も二面性をもってその短所を
補い、長所を伸ばして輝いていられるのだと感じた出来事
でした。

こんな文章に出会いました。
それは、同じような例えで教育学と臨床心理学について、
述べていらっしゃる先生の文章でした。
私の考えと同じでしたので、原文のままご紹介させて頂き
ます。

第一章

―二つの目で見ると奥行き
がわかり、三つの視点で見る

と全体がみえる―
――月と太陽――

『筆者は、大学で心理学を講義している。専攻は臨床
心理学であるが、教育心理学をも担当している。ある年の
受講生が「教育心理学は子どもにとっての太陽のようで、
臨床心理学はお月さまのよう」と、講義の印象を語った
ことがある。

筆者自身は意識していなかったことであったが、なるほど
と納得する。
この言葉は、「教育学は太陽で、臨床心理学は月」とも、
言い換えることができる。

太陽は、すべての子どもの発達に必要なものとして、
あまねく輝く。
そして、子どもたちに活気を与える。

ほとんどの子どもがお日さまの元で活動しているのに
比べ、お月さまと親しむ子どもは、限られている。月の
存在に心とめるのは、ゆったりと過ごしている休日の夜で
あったり、普段とは違う何かが起こっている時である。
しかも、子どもがお月さまの存在に気がつくのは、ちょっと
寂しかったり、悲しかったりという経験と結びついている
ことが多い。

暗闇の中で、静かに光る月に慰められたり、その不思議に
こころ惹かれる。
明るい太陽の輝く昼間も、静かな月の夜も、子どもたちの
成長に不可欠な時間であるが、真に月を体験するには、
昼間とは少し異なる孤独な時を要する。

みんな一緒に元気はつらつ、前に向かって突き進むという
昼間の歩みと、月に出会う夜の止まったような時間の、
どちらも人間にとっては必要なのである。

暗闇に照る月については、臨床心理学のよく知るところで
ある。
昼があり、夜があって一日であるように、教育学と臨床
心理学は、子どもの成長にとって車の車輪と言える関係に
ある。そのバランスを見出すところに、子どもたちの豊かな
成長の道が開ける。』
と、このように述べておられます。

滝口俊子先生によると…
―「心理学の展開」より－



河合隼雄先生によると
―「こころの処方箋」より―

『人間は目を二つ持っている。このために遠近の判断が
つき、背景を見ても、奥行きがわかるのである。片方
だけの目で見ても、ある程度はわかるものの、たとえば
針に糸を通したりするときなど、なかなか難しいもので
ある。

この事実はなかなか象徴的で、ものごとの「奥行き」を
知るためには、二つの異なる視点をもつことが必要だと
言えそうである。
ひとつの見方だけだと、平板な見方になってしまって、
立体像が浮かび上がってこないのである。

こんなことを読んで、みなさんは、どのような「二つの
目」を考えられるだろうか。その目がどのようなものかに
よっても、その人のものの見方の特徴が知られるだろう。
もちろん、もっぱら「一つの目」の見方ばかりしている人
もあるだろうが。

二つの目で見ると言っても、疲れたときなどに目の焦点が
合わず、ものが二重に見えたりすることがある。それと
同様に、二つの目によって二つの像が並列的に見えて
いるのは駄目で、ひとつの像として把握することが必要な
のである。
カウンセラーというのは、常に二つの目で人を見ることが
出来ねばならない。』と述べていらっしゃいます。

何も問題のないときは教育学だけでいいのでしょう。
でも、最近は、少しだけ、集団にとけこめない、なぜか
ちょっと困っていることがある、どこかしら、心を痛めて
いる子ども達、お母様が多いように思います。
実際はそうでなくても、そう感じてしまって悩んで
いる方もいらっしゃるのではないかと思います。
その心をときほぐし、解決の糸口を見出すには、教育学と
臨床心理学が、必要だと私は、考えているのです。

又、この二つの目は、教育と科学、教育と医学、という
ようにいくつもの対比の中で考えていかないと
いけないし、そのほかの日常生活においても、客観と
主観、男と女、上下、左右、からなどたくさんの二つの
目がありそうです。

―三つの視点で考えるー

この二つの目に、大脳生理学と言う三つ目の視点で
子ども達を捉える事ができたとき、この立体像をより
客観的に洞察することができると思います。

と同様に、物事の問題解決をするときも、常に三つの
視点で考えることが大切であると思います。

問題が起こった時、まずは、「私という立場」で
考えてみる、次に「私とあなたを見ている客観の
立場」で考えてみる、そして「あなたとい
う立場」で考える、最後にもう１度「私という立場」に
戻って、どこにいた自分がよい気持ちだったか考える、と
いうことをいつも私はしています。

そうすると、最初の「私という立場」と最後の「私という
立場」は、必ず違っており、おのずとより理想に近い
答えが自然に、出てくるのです。

「私とあなたを見ている客観の立場」に立つ事により、
より自分を客観視出来る、そして客観視出来るとい
うことにより、冷静になれ、大きな状況で、何が必要
なのか考えることが出来る、そうすると、別のよい方
法が浮かんだり、人との関わりや、物事の関わりにつ
いて理解が出来るようになると言うことが大切なのだ
と考えます。
私達は、子どものことになるとつい主観的になり、
興奮してしまいがちです。

それは、子どものことを考えるあまりのことですが、
だからこそ、尚一層、子ども達のより良い成長と、私達
自身の望ましい人間関係のために三つの目、視点が
必要なのだと考えるのですが、いかがでしょうか。

そうして、別の視点で考えて見ると、母親がいつも
セラピストのような考えをして、立派な母親であり
すぎても、子どもは、息苦しくて困ってしまうのです。

時として、愚かな母と言われても、それはそれとして
いいのではなかろうかと、自分を振り返って思います。

だから、気負わずに、構えないで、自分の気持ちに
素直に、ちょっぴりだけセラピストの気持ちを持つことも
大切ですよ、というこれは、別の視点からの私からの
一つのアドバイスです。

深呼吸して、一つくらい為になればそれでいいな、という
気持ちでお読みくださることがよいと思います。



第二章

1．臨床心理の学びかたについて
「心理学って何？」というのが少しわかってきて頂けてきた
ようです。「どんな風に学んだらいいの？」というお問い合
わせもあります。

私が、このような、勉強をするようになった根拠は、
ちょうど29歳のころに、ある先生にこれからの若い園長は
臨床心理を勉強してないと太刀打ちできない時代が来るよと
教えていただいたことがきっかけでした。

すぐ東京での日本大学教授 桂戴作先生、九大・県立大学
教授 当時は活水短大の杉田峰康先生の講義を聞きにまいり
ました。

私も子どもが二人とも問題を抱えておりましたので、勉強を
続けたかったのですが、子育てと園の事で手一杯で、本のみ
で勉強するのみでした。

桂戴作先生と連絡は取っていたのですが 息子が幼稚園に
入園してからようやく、いろいろな、ワ―クショップに
参加できるようになりました。勉強しはじめるともっと
早く、ワ―クショップに参加していれば良かったと言う
思いで一杯になりましたが、経験をつんだ後だから見えて
くるものもあった、と今では思えています。

私は、基本はエリックバ―ンの交流分析ですが、交流
分析、アサ―ション、パ―ルスのゲシュタルト療法、
バ―ジニア・サティアの家族療法、エリクソンの心理学、
シュルツの自立訓練法、ヘルスカウンセリング、ブリ―フ
セラピ―を取り入れています。

それぞれその療法を日本に紹介されたその道の権威、交流
分析は杉田峰康先生、アサ―ションは日本女子大教授、
平木典子先生、パ―ルスのゲシュタルト療法、バ―ジニア、
サティアの家族療法、エリクソンの発達心理学は「ＮＬＰ」
神経言語プログラミングとして日本女子大 国谷誠朗、白井
幸子先生の招いたジェ―ク・イ―グル先生、自立訓練法は
駒沢大学教授 佐々木雄二先生、ヘルスカウンセリングは
宗像恒次先生、ブリ―フセラピ―はインス、キム、バ―ク
先生のワ―クショップで学ばせていただきました。

もしお母様方が、これから心理を勉強されるのであれば、
その道のオ―ソリテイに学ぶことをおすすめします。

今、巷では、｢こころ｣の著書や物販物が出まわっています。
心理学で行っている療法は、どれも日常生活で日ごろ
私たちが思っていたり、行っている事です。

同じ事をしても、失敗する時と、成功する時とがある。
その成功した時の経過や過程、結果、道筋を系統化し組織的
に分類し体系化したものです。

従って、聞いてみれば特別なことでもなんでもなく、日ごろ
自分がやっていたり、思ったりしている事だったりするわけ
ですが、それだけにのめりこむと、視野が狭くなって
しまいます。

又、研修と称するマインドコントロ―ルがあったり、
金銭がからむと、マルチ商法やキャッチセ―ルスに利用
されてしまうという危険性をはらんでいるということを、
覚えていて頂きたいと思います。
心理学はある意味では、とても怖いものである事も理解
しておいて頂いて、ワ―クショップをお選びください。

人と共感を持つ事が出来るようになる為に、心理学を学ぶ
事は、大切な事です。
それは、同じ事をするのでも、系統立てて、知ってする
のと知らないでするのとでは、天地の差があるからです。

但し技法のみにとらわれすぎると「共感」は、逆に得られ
にくくなるということも頭において置く必要があると考え
ます。枠組みとして捉えるのではなく、一つのモデルと
して考えてください。
一旦、覚えてしまったら、忘れて自然に振舞えることが
大事です。

意識には、 1．無意識的無能
2．意識的無能
3．意識的有能
4．無意識的有能

がありますが、

4、の無意識的有能である事がとても大切です。

すべては、いかに共感をもつ事が出来るかに尽きると
思います。どんなに素晴らしい「共感」を持っていても、
それを適切な、豊かな言葉や行動であらわすことが
出来なければ、その気持ちは、人には伝わりません。

言葉や行動を通して伝わってこそ、本当の意味を持つと
思います。私たちは、様々な場面に出会って、その方法を
学んでいっているわけですが、実際は、あらゆる場面に
出会っているわけでもないし、その都度適切な表現法を
学んでいるわけでもありません。

この学びを通して、自己への気付きと、表現法の基本を
学び、共感が得られるまで、根気強く、コミュニケ―
ションを続けるための心理学を活用した子育ての
アドバイスと考えて下さい。
大切なことは、小手先のスキル（技法）ではなく、
本当に心、「共感」を届けることができるか お互いに
どれだけリソ―スフル（いい気持ち）になれるかだと
思います。



Ａ．3分でわかるカウンセリングマインド
人は全員Ａという出来事が
あったら必ずＣと言う感情
を持つわけではない、Ｂの
受け止め方で違ってくるの
です。
この1枚の絵は、何に見え
ますか。

貴婦人に見えた人と老婆に見えた人といたことでしょう。

ピカソが材木屋の息子と森林を歩いていた時の話が
あります。
かたや、緑の色具合、木々の様子、こもれびの光などの
話をするのに、かたや、固さや、曲がり具合について
ばかり話をし、かみあわなかったというのです。
同じ木々を見ながらも、視点や思いが違っていれば見えて
くるものも変わってくるのです。

私も、２７歳で、園長に就任した時、先代園長が、生きて
いればもっと、いろいろな事を教えてもらえたのにと、
悔やみましたが、今思えば、全員、年上の職員、保護者の
方に鍛えて頂いたおかげで、鼻持ちならない園長に
ならなくてすんだのではと思えます。
又、二人の子どものおかげで、教育を科学的に考える事、
幼稚園の全カリキュラムを見なおす事が出来たと心から
思う事が出来ます。
いかにビリ―フ修正して人生を楽しむかが大切であるかが
お分かりいただけるでしょう。
これがカウンセリングマインドです。

2．カウンセリングマインドとは

ここに砂が沈殿した水が入ったビ―カ―が2つあります。
このビ―カ―に同じ量の水を一方には、強く注ぎ、一方に
は優しく注ぎいれます。
さてどうなるでしょうか。
強く注ぎ入れたほうは、全体が濁りました。
優しく注ぎ入れたほうは、澄んでいる水かさが増えて
います。
これは何を意味しているのでしょうか。
こちらは、同じ水（考え、思い）を持っていても、その
入れ方（与え方、接し方）1つで 相手のあり方、心は
変わるということです。
どのように入れたら濁らなくて、澄んでいる水かさが
増えるのか、この入れ方がカウンセリングマインドその
ものと言えるでしょう。

次に、小さなビ―カ―に同じ量の水を注ぎます。水は
あふれてしまいました。
相手をよく観察して、合わせて量、強さを考慮して与えて
あげる事もカウンセリングマインドに大切なことです。

Ｂ．貴婦人と老婆の絵

以前から、｢神様は、その人に不必要な体験をお与えに
ならない｣が私の信条でしたが、心理学を勉強するように
なって、更に、気持ちが楽になりました。
心理学を学ぶ良いところは、同じ出来事が、自分の身に
起こっても、それを楽しんでプラス思考できるように
なれる事。悩むことを悩まなくなる事だと思います。

エリスのＡＢＣＤ理論、論理療法というのがあります。

Ａ―アクティベティングイベント 物を引き出すような出来
事
Ｂ―ビリ―フ 信念 思い込み
Ｃ―コンクエンス 感情 行動 悩み結果
Ｄ―ディスピュ―ト 論破

となります。

カウンセリングとは、答えを与えることではありません。
答えを与える事は、自分で学んで、感じていくこと、
成長の場を奪うことになります。
カウンセリングとは｢私が直すのではない、教えるので
はない、自ら気付き、育つことの手助けとして対話する｣
ことです。

カウンセリングの目的は

1．自分に気付くこと
2．セルフコントロ―ルして、自分を上手に使って
いくこと

3．考え方、感じ方、行動を自分で変えること
相手は変えられないので、自分で気付いて
自分で変えていく事が目的です。

カウンセリングの在り方は
1 ．相手の立場にたってじっくり感じとって、ありの
ままの姿を受けいれること。
言いなりになるのではなく気持ちをわかって、自分
がわかるように助けること。

2． 自分で問題解決の能力があることに気づいても
らうこと。できるだけ嫌な気持ちになる事をやめ
ていき、いい気持ちで生きることが出来るように
援助すること

３．良い人間関係を気付いていく事ができる援助―
結果として相手の変化に気づき、自分も変わる事

Ｃ．カウンセリングマインドのまとめ



4．自分の本当の気持ちをいってもいい場所を与える
―自分でどう生きていこうかと考える場である
決断できる自分になる―自己責任をとる事が
出来る

5 ．自分で決めた事だから決断はいつでも変えて
いい

但し病気のままの方がいい場合もあるという事を考えて
カウンセリングをする必要があります。

例えば、子どもが｢頭がいたい｣と言ってきた時、熱を
測って、病院に連れていって、「あなたは病気ではない」と
決定してしまう事がいけない場合もあるのです。
ある時、年長組の園児が、｢頭がいたい｣と２度にわたって、
訴えてきました。熱を測っても、ありません。

園児は、なお訴えるので、担任は，念の為、病院に連れて
いって良いかと訊ねてきました。そこで私は、その園児と
家庭状況を訊ねました。少し寂しい思いをしている状況で
ある事が理解できました。

そこで、教諭にその子が教諭に「甘える余地と場所を決して
なくさないこと」を、念をおして、お話をたくさん聞いて
あげる事、気持ちをわかってあげること、抱き締めてあげる
こと、その上で、病院に連れて行くことを提案しました。
その後、病院に行った後でも、気にしないでいい事、甘えて
いい事を、お約束して再度、熱を測り、本人も納得して病院
に行きました。
その後、その園児は、頭痛を訴えてくる事はありません
でした。

もちろん、医学的判断は必ず必要です。でもその子の背景を
考えてみた時、｢頭がいたい｣という事により甘えたくて、
心のシグナルをおくっているかもしれないのです。
その時その子から｢頭がいたい｣という事を取り上げて
しまったら、逃げ場がなくなって追い詰められてしまう
のです。

又、病気になることにより、周りも、本人も自覚する事も
数多くあるのです。
病気になっているほうが、本人がたえられる、バランスが
とれる場合も在ると言う事を頭に置いておく事が大切です。
その病気を取り去る時は、新しいバランスの状態になるまで
つきあうこと。それをわかってなおす、取り組むならば良い
と言う事です。言って聞かせる事、説明する、説教する、
命令する、指示する、これはカウンセリングではありませ
ん。
そのために

1 ．自分自身の対話能力を高めておく事
2 ．対話によって相手を援助できる事
3 ．援助の為に相手の立場を、考えを理解し、
共感出来る自分である事 が大切なのです。

「カウンセリング」とは、「子育て」「人づき合い」と
言葉を置きかえられると思います。全ての人間関係に
あてはまります。

3．幼時決断と自己責任

「人は、自分で気付き、自己決断したことでなければ
動かない、変わらないのです。」

子育てにおいて、いつも、節目、節目には、「幼時決断」を
する体験が大切です。

2歳半になると幼時決断はできます。これをさせずに、
親の思うままに、子育てをすれば、いつか、｢私の人生は
こうではなかった。あなたのせいで―｣とうらまれる日が
必ずやってきます。
そして子どもは「キレる」のです。
従順な子どもほどキレやすいのです。

今、スク―ルカウンセラ―の方にキレてしまった、非行に
走った子どもにその深層心理を、探ってもらうと、｢自分の
ことは自分で決めたい｣と言う言葉が出てくると伺い
ました。

子どもは、大人ほど、決断するための材料と経験を持っては
いません。

その時に、親は、｢あれかこれか｣ではなく、「あれも
これも」その為におこるであろう事全てを話してあげて、
助言をして、その中で｢あなたはどうしたいの｣と決断させて
いくのです。

そして、この時に、大切なことは、 「助言を聞くも聞か
ないのもあなたの自由、自分に良いと思う助言だけ
聞けばいいのよ。そうすることも、あなたしだい。自己
決断なの。」と心を楽に、開放してあげます。

「助言をうるさいととるか、たくさんの情報の中から決断
するほうが自分にとって得か、それを決めるのも自分で
いいの。そして、同じ、人生、生きるなら、自分の得になる
ように生きたほうがもうけものじゃあないかな。」そして、
「自分で、決めた事なのだから、自己責任を取る必要もある
事。」も話しておいてあげましょう。

責任の所在がどこにあるか、いつも明らかにしながら、お話
する、行動することは、人とつきあう上でとても重要です。

相手に自己決断してもらい、自己責任をもってもらう
話し方は人にうらまれないですむ方法です。

よく「そうは言っても、子育て中は、忙しすぎて、つい
怒鳴ってしまうし、なかなか、理想通りにはいかないもので
すよね。」といわれます。

でも、｢あなたが変わらなければ人は変わらないのです。｣

最近、こんな事がありました。
幼児のプ―ル教室でのことです。
他のお子さんは、楽しそうに遊んでいるのに、一人だけ泣き
じゃくっている二歳半の男の子がいました。

｢15分くらい泣かせつづけたら、後は、けろっとして遊ぶ事
が出来るのはわかっているですが、このような時は、
泣かせてでも入れたほうがいいのか、それとも、泣かせる
のはよくない事なのでしょうか。｣
お母さんが尋ねてきました。



もちろん、こう言うことが事前にわかっている場合や次回か
らは、前もって、話し合って、自己決断させておき、
泣こうが、わめこうが、自己決断通り、自己責任とれる
ように、後はほっておく事が大切です。
ここで甘い心をみせて親が手を出したり、妥協したり
しては、自己責任がとれなく、何の為の自己決断か
わからなくなりますので、ここは、親の忍耐力が
必要です。

ですが、今回は何の約束も取り付けてはいません。
しかも、相手は今、泣きじゃくっているわけです。
そこで、私は、ききました。「お母さんは、どうしたいので
すか？私が、今、入れたほうがよいと言うのも、入れない
ほうがよいと言うのも、どちらも簡単です。

そして、もしも、お母さんの心に「入れないほうがよい」と
言う心が強ければ、泣かした挙句、入れて、将来、水嫌いに
なったとき、「あの時の体験がもとでは」、「入れて
なければこんなことにはならなかったのに」と、私を恨む
事になりますよ。

又、逆に、｢入れたほうがよい｣と思っていれば、｢園長の
助言を聞いたばっかりに、あの時入らなかったので、あれ
以来水が嫌いになって｣と又、恨む事になります。
だから、私のアドバイスはどちらでもいいのです。要は、
この時のお母さんがどうしたいか、その自己決断次第なの
です。

ここで「子どもに自己決断させなくていいのですか？」と
の声がありそうですが、子どもが、二、三歳でその場
かぎりで泣きじゃくっているような内容であれば、
お母さんが信念をもって行動すれば、まず、悪いほうには
運びません。子どもはお母さんが望む方向に、伸びて
いきます。

そのことが良い悪いは別にして、そのことが、お母さんの
願いなのですから、思いと行動が一緒になって、良い言葉
かけをし、全てが良い循環となって、良い結果がおのずと
出ます。

そのことがよい悪いは別にしてとかきました。ただ、思い
と行動が一緒であればよいというのも、年齢的と回数に
限界があります。お母さんの願いが正しいとは、又、
子どもの願いと一致しているとはかぎらないからです。
だから、いつまでも、同じ事の繰り返しではいけません。
泣き喚くような場合は、一度だけ、お母さんの決断で
行きましょう。

但し、これは、お母さんの自己決断ですから、お母さんの
自己責任です。年齢的に、お母さんと子どもの願いが一致
している間は良いのです。でも、お母さんの思いが、子ども
の願いと一致しなくなる時もきます。その事も考えておき
ましょう。

将来、子どもがそのことで問題にぶちあたった時に、
｢お母さんはこう考えたからこうしたの｣と言う事が、
お母さんの責任としてはっきりと筋道立てて話せるように、
自己決断しましょう。

その事に関しては、自己責任をとり、もし子どもと願いが
違っていたら、素直にあやまる、間違いを認める、起動修正
すると言う｢自己開示｣も必要です。

その事を、頭において、次からは、事前に話し合って、
自己決断させてから臨むことを忘れないようにしましょう。

どんな場合も、いけない事は思いと行動がばらばらで、
自己決断したことを他者責任にし、子ども（人）にあたる事
です。

私の、その方へのアドバイスは以上です。
もう一度、繰り返します。
｢お母さんが変わらなければ、子どもは変わらない。｣

つまりは「お母さんが変われば、子どもは変わる」
のです。

「うちの子どもはどうしてこうなんでしょう。」という
前に、子どもが自己決断し、自己責任とれるようになる
ために、又、母親も自己決断し、自己責任とれるようになる
そのために、まず母親から変わりましょう。
その為に自分を知りましょう。

でなければ、子どもも変わらない。これだけは事実です。
現状をなげくばかりでいいですか。このままでいいですか？

それとも、何か一つでも、私の助言をきいて実行してみます
か？それもあなたの自由、自己決断です。

そして、子どもが相談してくれなかったら、助言も
できませんね。助言できる自分でなかったら、相談にも
のれません。

さて、ここで、子どもが（人が）、話してくれる、そして、
助言できる自分になる、そのために、自分を分析し、相手を
分析し、共感する方法が大切になってきます。

この事は、子どもだけでなく、苦手なお姑さん、他人の家の
事まで、首を突っ込みたがる、隣人、友人との付き合い方に
も通じることでしょう。



バージニア・サテｲアの家族療法、パ－ルスのゲシュタルト
心理学、エリクソンの心理学、この3つの心理学は、共に
素晴らしいもので、その素晴らしさゆえにそのカウンセ
リングは、奇跡の名人芸とされていました。

神経言語プログラミング［ＮＬＰ］は、ひとつの学派では
なく、すべての学派を超越した理論を提供するもので、
現代の3人のすぐれた心理療法家が共通して示している心理
技法の中から、そのエッセンスを抽出して体系化し、使い
やすくしたものです。

自らの力でその人の能力を引き出し、より積極的に生きる
ことが出来るようになる事、そして、他の人との効果的な
コミュニケ－ションを促進するための行動の具体的な方法を
教えてくれます。

具体的には、不安症、不信、対人等の恐怖症、人間関係の
問題解決、いじめ、ある種の学習困難症、無気力、心身症、
依存症等に役立つスキルです。

私は、いろいろの心理学を学ぶ中で、ＮＬＰにも出会い、
この心理学は、自分の中にまるで、「ドラえもんの四次元
ポケット」や、子ども達の大好きなうた「不思議なポケット」
が出来、その中から、いろいろなものやビスケットが飛び
出してくるように、子ども、親、友人等の全ての人間関係に
役立つ心理学であると思います。

子ども達が大好きな「おもちゃばこ」の中から飛び
出した、使いなれたおもちゃのように、わかりやすい、
日常にすぐに役立つ技法がぎっしりつまっています。

そこで、これからは多くの心理学をまとめ「不思議なポケット
子育て心理学」とよぶことに致しましょう。そして、自分の
心のポケットからいつでも出せるように、その一つ一つの
スキル（技法）を学び、一つでも身につけることによって、
まるで「ドラえもんのどこでもドア」のように、自分の心が
自由にどこでも行くことができるようになり（これを、私は、
ジョークですが、羽がはえてエンジェルになる事に例えて

「エンジェル効果」と呼んでいます）、そのことによって
より、柔軟性を持って考え、物事をバラバラではなく、更に
統合した見地から思考、行動ができることを確信致しました。

これからは、「不思議なポケット子育て心理学」を使った、
子育てのおはなしを始めたいと思います。
人は、相手が子どもであれ、大人であれ、家族であれ、友人で
あれ、人と付き合うときは、その人に応じた付き合い方を
したほうがいいと、私は思います

よく「私は、こういうひとなのよ」という方が、おられ
ますが、これでは自分で、自分に限界を与えてしまい、
人間関係も狭くしてしまいます。

もちろん、「不思議なポケット子育て心理学」は「それを望
んでいる人が望みを達成する」というのが、基本ですので、
「人間関係も、全て、私は今のままでいい。変わりたくない」
という人は、それでいいのです。

そして、いかんせん、悩みのない人はいません。
友達関係で満足していても、子どもの事で悩んでいる。
姑で苦労してないけど、自分の親で苦労している。主人
には満足しているけれど、兄弟では情けない思いをして
いる。
人は、どこかの部分では苦労しているのです。
その部分を少しでも軽くしたい方は、どうぞ、園長に
お付き合いください。

そして、人間は、少しでも向上したいと思っている人の

ほうが多いはずです。不思議なポケット子育て心理学で
最も大切にしている事は「いつでも目標は明確にする
ということです」でも、高く、遠い目標を掲げると、
息がきれてしまいます。

昨日より今日が少しでも成長している、そのほうが気楽
だし続きます。その積み重ねの連続の上に、いつの
まにか目標が達成されているというほうが挫折も少ないと
思います。目標さえ定まっていたら、気負わないほうが
自然に達成出来ます。
大きな目標を決めておいて、まずは小さな目標を立て、それ
を実行する。

そして、達成したら、次の小さな目標を立てる、そして
いつのまにか、大きな目標を達成しているそのほうが
自然です。そのくらい小さな積み重ねが大切だと思います。

人とのトラブルや災難に遭ったときも、人は｢大事は乗り
越えられるけれど、小事が積み重なったことは乗り越え
られない｣といわれています。
子育ても、毎日大変と思いますが、子どもとの日々の中の小
事を、会話、タイミングを大切に
して下さい。

お母さんの不本意な一言で、子ども達の心がガラガラと
こわれないために。お母さんがそのつもりでなくても、
子どもが親からの禁止令ととり、気がついた時には、
子どもがキレていたということがないように。反省はいくら
あってもいいけれど、後悔する事がないように。

結婚して、見知らぬ所に嫁いで来て、子どもが生まれて、
子育て真っ最中のお母さん方は、なんと多くの悩みを抱えて
いる時期であろうかと思います。

ご近所付き合い、子育てのこと、お姑、お舅さんの事、友達
付き合い、悩みはつきません。お母さん方と一緒に心理学を
勉強し始めて2年が経ちましたが、この心理学講座は、いかに
この悩みのトンネルを早く抜け出せるか、その方法、近道だ
と思います。

迷い道での道しるべになったり、懐中電灯になったり
出来れば大変嬉しく思います。又、少しだけ、先に勉強を
始めた私が、早道、抜け道を示す事が出来たり、一人で進む
のがつらくてもさみしくても、二人ならがんばれるという
ことがありますので、そういう心を軽く、そして強く、
優しく出来る役目ができればと考えます。

少しでも、前へ進む道を知っていたら、迷子にならなくて
済みますし、たとえ迷子になってもこれからは、そこから、
身動きできなくなる事はないでしょう。
勇気を持って迷い道をすすんで行きましょう。

第三章

ＮＬＰ発達心理学について
不思議なポケット子育て心理学 序



『悩む事は、つらくなる事ではなく、自分自身を見つめ、
可能性を見出していくこと』

これからも、うんと自分らしく生きるために、悩みのトンネルを
一緒に歩いていきましょう。
その為のアドバイスをしてまいります。
これは子どもとラクに会話を続かせる為のコミュニケーション
術です。
聞かないよりは、聞いたほうがいいというお話です。
心を楽にしてお付き合い下されば、いいと思います。

最終ページに、私が心理学を学んで作成した子ども達との会話、
接し方の一覧表を載せています。

この順番にしていく必要はありませんが、私の子育ての実践の
中で、どれか一つでも、抜けた時は、話しがうまくいかなかった
事が多かったように思います。

この表に従って、これから、保護者の皆さんと一緒に学習して
まいります。
私も、まだまだ、子育て中の身、一緒に悩んで、一緒に考えて
まいりましょう。

観察眼を持とう
（よく見よう、よく聞こう、
よく話そう、よく感じよう）

（アイアクセシングキュー）

これは、この心理学の基本となるものです。感覚が
するどい、感覚の鋭敏性を持つことは、子育てや人との
付き合いにおいて、非常に重要です。
感覚が鈍い事は、人の心に気付けない、即ち、人の気持ち
がわからない、だから、人付き合いが下手である、と
こうなるわけです。

人の気持ちだけではありません．自分の感覚にも鈍感な
人は、自分が今、なんで腹がたっているのかわからない、
時には傷ついている事にさえ、気付かなくて腹がたって
いるそんな状態になるのです。
自分の心の傷に気付けなくて、人の心の傷をわかってあげる
事は出来るはずがありません。

だから、人生で苦しみ、傷ついた人は、自分の苦しさ
を知っているから、人のつらさもわかり、人の心も
理解でき、そして、人に優しくなれるのです。

苦しんだのであるならば、そこから、何か得なければ、
苦しみ損ではないですか？悩んだのならば、次からは同じ
事で悩まないようにしなくっちゃ、もったいないではない
ですか！ころんだら、何かを拾って立ちあがりましょう！
それがプラス思考です。

そういう意味では、悩む事、苦しむ事は、決して損では

ない、必ず得る事がある、悩むから人は育つのです。
悩みが新しい世界を連れてきてくれるのです。
大いに悩みましょう。悩みが出来たって恐れる事はあり
ません。
逆にたのしんでしまいましょう。

そして、なるだけなら悩まないですんで、悩んだとしても
早く片付けたいのが人間です。その為には、まず感覚の
鋭敏さを持つ事から始めましょう。
「そうはいっても、私は鈍感だから」そうおっしゃるで
しょう。
私もそうでした。そして、今でも鈍いと思っています。
そして、だから、いいのだと思っているのです。

感覚が鈍いから、いくらでも、磨く余地が残っていて、
毎日に発見があります．感覚が鈍いから、いつも、よく
見て、よく聞いて、よく感じて、よく観察する癖がついて
いるのです。
私のような、物事をきちんと進めていかないと気がすまない
性格で、感覚が鋭かったら、きっと、もっと突っ走って
周りに迷惑をかけているでしょう。
だから、感覚が鈍かった事に感謝しています。自分の
直感は大切にしていますが、鈍いので、物事を納得する
のに時間がかかります。だから努力します。だから、鈍いと
思っている方も何の心配はないのです。

不思議なポケット
子育て心理学1



最後は、運転者の人柄であり、人間性でしょう。でも
運転の基礎を身につけていなくては、人柄もマナーも
ありません。

料理をする時もそうでしょう。必ず味付けの基本が
あります。良く言われる所の「さしすせそ」砂糖、塩、
酢、醤油、味噌の順番ですね。

色を組み合わせる時にも基本があります。同系色、
これは同じ色に、クロ、シロ、グレーを混ぜた色、
類似色とは、色相環の両隣の色、補色とは、反対の
対称色の事ですが、この組み合わせは合うと言われて
います。

味つけにしろ、色にしろルールがちゃんとあるわけ
ですね。

プロの方が変わった、奇抜な事をされる場合にもこの
ルールはちゃんとわかって、それに少しアレンジして
いるのであって、ルールを知らないとか、まったく無視
している所からは、人が心地良い、おいしいという事は
生まれてこないわけです。

だから、人付き合いもまず、ルールを学ばないより、
学んでいたほうが、生きやすいことは確かなのです。

いつも行っている事ですが、知っていてするのと、
知らないでするのとでは、同じ行動するのでも
天地の差があります。
行動を起こさなくても知っているだけで、落ち着く
事は、世の中にたくさんあります。
その一番最初が感覚の鋭敏性なのです。

「不思議なポケット子育て心理学」では、
この事をアイ・アクセシング、キューといいます。
その人の感覚が、視覚的（ビジュアル）、聴覚的
（オーディトリー）、触運動覚的（キネスティック）
か、見分けることによって、感覚を磨いていくのです。

アイ・アクセシング キュー

視覚的な人の特徴 イメージが脳の中で点滅するので

早口 高い声 呼吸は胸の上部で浅い、肩の筋肉が
緊張、頭を上げ、目線は上、手も上

言葉 あなたの言うことは、良くわかります、検討して
います、完全に同意見です 明確に思う、
別の見方をする、目に見えて変化する、ピントが
はずれる
イメージが沸く、視野にいれる、
心を見つめる、未来を描く、集中する、光があたる、
色をそえる、意味を示す、考えがぼやける 盲点が
ある、心をみつめて

聴覚的な人の特徴 胸全体で呼吸 身体に小さな
リズム、声は澄んで歯切れ良く響きがある、頭を
傾け、テレホン、ポジションや唇が動く、目線は中程

言葉 波長が合う、拝聴する、聞きなさい、黙り
なさい、調和する、聞く耳もたぬ、耳に心地良い、
一語一語、前代未門、そんな風に聞こえる、いっては
いけない、プッツン、うるさい、そうぞうしい、
いわば、はっきりと決定する

といっても、そのままでは、何の向上もありませんね。
そこで、人付き合いのルールを学ぶ第一歩、感覚を磨く
必要があるのです。

心配はありません。磨き方のコツがﾞあるのです。

なぜでしょうか？考えてみてください。運転免許を持た
ない人は、運転技術が下手なのは当たり前です。
大型バスもその免許を取らなければ、運転は出来ません。

私が大学時代に車の免許を取って、初めてドライブに
行った時にこんな事がありました。

今でも、覚えていますが、友達と二人で計画していた沖縄旅行
が台風でだめになり、福岡は晴れているので、とても残念で、
志賀島に行くことになりました。

助手席に運転免許を持たないその女友達を乗せて走って
いる時の事です。

彼女の発した言葉はこうでした。「そのコチコチの点滅は
あなたが行きたいほうに点くのね、車ってすごいわね～」
コチコチの点滅はもちろん方向指示器のウインカーの
事です。

そして、車の降り際には私のツードアの車をみて、
「これは、ワンドアっていうの？」と聞いたのでした。

もちろん、「ウインカーは私が出しているのよ、両方で
２枚の扉だからこれが、ツードアよ。」と話しましたが、
車の構造を知らない、片面に２枚扉がある車をツードアと
思い込んでいる彼女には真剣な質問だったわけですね。

「じゃあ、フォードアは扉が８枚もある車だと思って
いたの？」と言って二人で笑いころげました。

その後、彼女が車の免許をとったその後にいった言葉は
「世の中が広がった気がするね。知識がないという事は、
本当に世間を狭くする。こんな世界があったんだって
感じ！」

今でこそ、笑い話でいつも思い出すのですが、私達は、
違う場所で、彼女と同じ失敗を繰り返していないで
しょうか？

子育ての中で、人付き合いの中で…。
そう考えると、彼女のことは笑えません。

初めて子どもを持って、初めて育児にあたって、出来ないのは
当たり前。初めて、幼稚園に入って、お母さんづきあいを
して、わからないのは、トラブルあたりまえ。そう思って
しまえば、パニックにならず、まず、最初に落ち着きます。
出来ない自分を最初から、気負わずに認めて、受け入れて
しまうのです。

そして、うまくいかないから学ぶのです。
子育てのル－ルを、人付き合いのルールを。

そして、子育てと、人付き合いの運転免許をこれから、
とればいいのです。車の運転も、ルール通りにはいかない
事のほうが多いです。自分で考えて、機転をきかさないと
大事故にもつながってしまいます。



触運動覚な人の特徴 お腹でゆっくり呼吸、筋肉緩む
頭は、たれ、声は低く、真をおいて話す、目線はした、
手は、お腹に当てる、ロダンの考える人

言葉 腑に落ちる、把握する、なめる、虫唾が走る、
鳥肌が立つ、考えが甘い、いたい、心を開く、考えが
わかる、心の温かい人、骨身にしみる、自分をおさえる、
心がばらばらになる、砂をかむ、 歯が浮く、むかつく、
きれる、感じるままに はらわたが煮えくりかえる、等の
言葉を多く使ったり、動作をする傾向がありますが、
お母さんは、自分をどのタイプだと考えられますか？

観察と経験で確かめることが大切ですが、原則は、実際に
おこなっていること、目の前の事象を見失うくらいなら、
とらわれてしまうくらいなら知らないほうが良い事もある
と思います。

人は、一般原則で図れないものを持っていることもある
ので、この枠組みだけにはめるのではなく、こういう
こともあるのだという実際の行動に見合うモデルとして
みることが大切です。

この事は、これからのすべてにあてはまりますので、心に
留めておいてください。

では実際に練習してみましょう。
今、自分がいる部屋の中で、思いつく事を全部書きとめて
みましょう。

視覚的な言葉、聴覚的な言葉、触運動覚的な言葉、どれが
多かったですか？

次に想像してみてください。

旅行でホテルにいったとして、会場であなたなら何が最初
に気になりますか？
絵画が飾ってある、外観がきれい、静か、音響設備、角部
屋、空調設備、季節、じめじめ 爽快感 温度等
どんな事が一番気になりますか？

人と挨拶を交わす時、どんな言葉がすぐ出ますか？

今日は 空の色がきれいですね
風の音が気になりますね、
今日は、じめじめして嫌ですね

どんな言葉が多いかでも自分を判断できます。又、
話している相手のタイプも判断できます。

目をつぶって他の人に、手をさわってもらいその感覚の
違いに気付く、音を出してもらい、その音の違いに
気付く、他の人に洋服やリボンの一部を変えてもらって
テストするというような、簡単な方法でも傾向がつかめ
ます。

そこで、自分の苦手な感覚があったら、その事にはよく
注意をはらうようにしましょう。
子育てや人付き合いの中で見落としている事が多いから
です。

次にこんな事例についてお話致しましょう。
保護者の方からのご意見ブルでこんなことがありました。
子どものケンカで３人の保護者間がうまくいっていないと
いうケースです。
同じように話したリ、説明したり、謝っているにも
かかわらず、

一方の保護者には理解を示してもらえ、一方の保護者には
理解を示してもらえなかった事が原因のようです。３人の
お話を聞いていて、このパターンから判断してみると．
一方のお母さんが視覚系、一方のお母さんが触運動覚系
だったので、共感が得られなかった部分があると私には
感じられました。

視覚系のおかあさんが「あなたの言う事は良くわかる
けれど、またこちらでも検討してみますので」と言う
ような言葉で繰り返しても、触運動覚系のお母さんには、
理解してもらったという感じがないわけです。

この場合も「あなたの言葉は心にズーンと響きました。」
「胸がつまるような気持ちです」等の触運動覚系の言葉を
使って話をしてもらうようにしたら共感が得られ親密度が
増していったのです。

これは、自分が心地よく感じる言葉を返してもらう事に
よって、理解されたという思いが共感につながったの
です。会話がうまくかみ合わない時に、相手の言葉を
よく聞いて、その態度をよく見ていつもの自分とは違う
パターンの言葉で返すと非常にうまく行く場合が
あります。

子育ての場合も基本は同じですが、子どもは、まだ発達
段階ですので、触運動覚が一番発達している場合が多い
ですから、そこに訴えかける言葉を使うことが効果が
あるのです。
そして、だんだんと色々なパターンが芽生えてきます
ので、兄弟でもその一人一人の子どもの特徴をしっかり
つかんで、言葉をかけ、子育てをする事が大切になって
きます。

集団においては、常に色々なパターンで対応する事が、
そして本園の新しい園舎のコンセプトであるティーム
ティーチング(いろいろなタイプの先生が保育する)の
大切なわけがここにあるのです。

さて、この三つの感覚系を把握する為に、目の動きで
見るという技法があります。
17ページの下の図を見てください。
これも、そのようなパターンが多いというのであって、
必ずしも一致する時ばかりではないという事は頭に置いて
いてください。
又．左ききの場合は反対になる事が多いという事も知って
おいてください。
一つのモデルとして見て下さい。

会話の途中でなにげなくみる方向が上が多い人は視覚系、
中ほどの人は聴覚系、下を向く事が多い人は触運動覚系と
いわれています。

［視覚的構成］とは記憶にない視覚のイメージです。
過去の中で見た事がない事象について、頭の中で
想像して、何かを構成（出来事を作る）している
状態です。

［聴覚的構成］とは記憶にない聴覚のイメージです。
過去の中で聞いた事がない事象について、頭の中で
想像して、何かを構成（出来事を作る）している
状態です。

［身体的感覚］とは身体の感覚に関するイメージです。
身体的感覚に関する事を考えている、思い出している
状態です。

［視覚的想起］とは記憶された視覚のイメージです。
過去の事実の中で目に見える事象で、何かを思い出
している状態です。



［聴覚的想起］とは記憶された聴覚のイメージです。
過去の事実の中で音に関する事象で、何かを思い出して
いる状態です。

［言語思考］とは 内的対話をしている、自分自身に問い
掛けている状態です。

という分類になっています。

学び始めた頃のセラピストの仲間での雑談での発見を一つ。
保険金殺人で世間を騒がせた林被告や、不倫の否定釈明会見を
開いた某議員さんの目は｢視覚的構成｣の位置だったね という
話です。つまり、事実でない事を言っているかもしれないと
いう可能性が高いという事になります。もちろん左利きかも
知れませんし、想像の域を脱せませんが、心理的描写としては
興味のある話です。
一つの技法パターンの覚え方として記憶にとどめる為の手段と
して耳を傾けておいてくだされば結構です。

そんな、ある日、幼稚園ではこんな事がありました。
６歳の男の子が前髪を短くきられているのです。
担任が、『「〇〇ちゃんに切られた」と言っていますが、
ご家庭への連絡は、どうしましょうか』と言うので、その
子どもをしばらく私が預かる事にしました。
３０分位、お話ししている中で、｢〇〇ちゃんがした｣といって
いるとき、その子の目の位置は「視覚的構成」の位置だった
のです。

その時の様子を詳しく聞いていくと（その聞き方は、後で出て
きます、メタモデルというスキルです。）「優しい人がした」
という言葉が出始めました。
これは自分がしたのだなと、確信が持てた段階で、｢何でも
いってもいいんだよ．心配しなくていいのよ、先生は何が
あっても〇〇ちゃんを信じているから、｣というと、泣き
出して、自分で切った事を話してくれました。
きった理由がちゃんとあったことも認めてあげると、とても、
落ち着いて満足そうでした。

ここで「あなたは、うそをいっているのでしょう。」と
とがめてしまっては、今まで、時間をかけて話を聞いて、
全身を使って観察をしてきた事も、元の木阿弥です。

これらの事は、そうやって人の心を見ぬけとか、逆に
あざむけとか言っているわけではないのです。
子育てや人づきあいのなかで良い意味で、役立てて
ほしいのです。
かくさなければいけない、うそを言わなければならない
辛い事を抱えているかもしれないと言う事をわかって
あげたいのです。最初から、何度も、お話していることです
がこれが良い悪いではないのです。子どもたちがどのような
思いを抱いてその行動に至ったか、その気持ちに
気づきにいていただきたいのです。

それで、確定でもないのです。そういう傾向、パターンが
人にはあるという事を知っておくだけでいいのです。言葉だけ
でなく、全てに注目出来る様になります。子どもの話を聞く
時、ちょっと体の向き、目線に気を配ってみる、身体全体、
呼吸、話す速さ等に注目する。何か役立つ事があるかもしれま
せん。

学校でいじめなどにあっている時も、子どもは、決して
言葉では言いません。大丈夫といいながら、でもいじめられて
いる時は必ず、体が働きかけて訴えています。呼吸が、
姿勢が、目が、心を雄弁に語っている事があります。

私の娘が小学校の2、3年生の時にいじめにあいました。
最初は、無視される、遊ばないように他の生徒に言い
つけるという単純なものでしたが、最後にはトイレで
意地悪をされるという所までエスカレートしていた
ようです。

娘が、国立の小学校だった為、朝早く暗いうちに家を
出て、遅くに帰る環境にあったこと、仕事が忙しいという
理由で、ゆっくり、娘と話す時間が持てなかったこと、
教育者ゆえに、何があっても、そうやって子どもは強く
育っていくと言う考えだった私は、当時、娘にとっては
母親失格だったと思います。相手の生徒がいわゆる
優等生の子どもだったので、巧妙な手口で行われていた
為に、一年以上も担任の先生にはわかってもらえず、娘は
一人で耐えていたのでした。
不覚にも、私は、娘の変化に気付かず、お友達のお母様に
教えていただいて知ったのでした。

娘のいじめを知ってからは、どう対応しようかと思って
いたある日のことでした。
それまで、私のあとを継いで、園長先生になると言って
いた娘が、『私はお母さんのような園長先生にはなれ
ない。お母さんは偉すぎる』という話をしたのです。
私は、娘のその言葉で、娘にとっても、教育者であり
すぎた事に気付きました。

この子にとっては愚かな母であろうと思いました。乗り
越える事が出来る母であろうと思いました。

新しい担任の先生に全てをお話し、救いを求めました。
但し、この経験はこの子にとって今、必要なものである
から、決して大人の手で介入し、排除しないでほしい事、
でも、いじめの事実をしっかり把握していて、娘の心と
行動を遠くから見守ってほしいという事をお願い
しました。

幸いな事に、とても優れた先生で、生徒同士のホーム
ルームの話し合いの中で、友達付き合いや、いじめの事を
話題に取り上げ、何回目かの話し合いで、娘がいじめ
られていると言う事実を、生徒の話し合いの中で引き出し
てくれたのです。
多くの生徒もその現場を見ていたようで、口々にその
事実を発表してくれ、娘の心は癒され、その日を境に、
いじめは終息を迎えたのでした。

今でこそ「あの２年間があったからこそ、私はこんなに
強くなれた」といってくれる娘ですが、心理学の勉強を
もっと早くに学んでいたら、娘も苦しむ時間が短くて
すんだのにと感じました。
今、振り返れば娘の表情に、呼吸に明らかな変化があった
のでした。今なら、すぐ気付いてやれるのにと思うの
です。

どうぞ相手のすべてを大切にして下さい。その為に、
自分の感覚をフルに動員してあげて下さい。



また、これを読んだ保護者の方が、人と話す時に目線が
気になってお話が出来ないようになったというのでは
本末転倒でしょう。

そして、ちょっと、会話がかみ合わない時に、違う
パターンを使ってみる事が自然に出来るようになっていたら
、相手の人の変化を敏感に感じ取って、相手の人が心地よい
と感じられる振る舞いや、言葉かけが出来ている事によって
、周りの人に人あたりの柔らかな人だと感じて頂ける人に一
歩近づいているのではないでしょうか。

人の見方や、聞き方、感じ方はいろいろあるのだ、
自分とは違うパターンもあるのだという感覚を、理解
していただけるだけでも、子どもや、人との付き合い
方が広がり、その事によってまた、自分の視野や考え
方が広がっていくでしょう。

子どもの変化に気付いてやる為には、まず、観察眼
を持つこと、次に親がパニックにならず、落ち着い
て、リラックスすることです。

自分がパニックになっているときには、冷静に物事を判断
することは不可能です。
ではどのようにして、自分を落ち着かせたらいいので
しょうか。

これが分離のスキルです。
まず息を、すってはいて深呼吸をします。息をひとのみし
てもいいでしょう。一言発する前に、行動を起こす前に、
これだけでも随分違うものです。

次に、自分の目の前に映画のスクリーンかテレビがあると
思って下さい。その中に、今、悩んでいる相手の人と
自分とその状況、場面を入れて、画面の外からそれを見て
いるという気持ちになるのです。
始めは慣れないかもしれませんが、何度か練習している
うちに次第に出来るようになります。

画面に入れることが出来るようになったらしめたもの。
この画面を問題の大きさ、重さに応じて、遠くに
やったり、近くに持って来たりします。
そして、この中の私を見ている私はどのようにしたら、
納得させられるのか、どうしたら元気付けて（慰めて、
勇気付けてｅｔｃ）あげられるのか、この画面の中の
相手はどうしたら満足してくれるのか、わかってくれる
のか、第三の立場になって外から考えてみるのです。

それが出来た時、答えは、自ら見えてきます。なぜなら、
画面を作り、そこへ、人物と問題を入れて考えると言う
事は、とりもなおさず、落ち着いて、リラックスして、
自己を客観視することが出来ているということに他なら
ないからです。

なかなか体感できないときは、机を持ってきて、実際に
向こう側にすわって反対側の自分を見るというようなこと
をやってみるのもいいでしょう。次第になれて、問題を
分離することが、落ち着くことが楽に出来るように
なります。

この感覚がつかめたら、手を握るとか、ふーっと息をつく
とか、何か動作と連動して覚えておくといいでしょう。
その動作をしたら、興奮しないですむとか、子どもを
やみくもに怒らないですむ、落ち着けるという動作を
みつけられるといいと思います。

次に感情の記録をつけることです。
つらい時、悲しい時、さびしい時、どんな事を考えたか
書いてみるのです。自分が出来たこと、優れた事、誉め
られた事、何でも言いのです。たくさん、紙にかいて
みましょう。そうしたことによって有利な点と不利な点を
分けてみたりして比べたりして分析するのです。

リラックスして落ち着こう
（分離）

[視覚的想起]

[聴覚的想起]

[言語思考]

アイアクセシングキュー
[視覚的構成]

[視覚的構成]

[身体的感覚]

不思議なポケット
子育て心理学2



そして、その時、全部が本当にそうだったか考えてみるの
です。「私は寝ることが出来ません」という不眠症の方と
ゆっくりと話していると、2時間は寝ているかなあという
ことに気づいたりします。

全部とか、絶対はかえって難しいからです。
そうするうちに、問題を客観視する事が出来、行動の優先
順位も見えてきます。事実で出なかった思い込みの部分も
見えてきます。
なにより相手と自分の立場や行動を、客観視することが
出来ます。そのことで考えをプラスに出来ます。

又、感情は、小出しにすると大爆発にはなりません。
憂鬱になった時、そのことを書いてみましょう。
それを、声に出して読んでみましょう。元気に
なります。何より、静かに書くという行為が自分を
落ち着かせるのです。

何か問題が起きた時は、まず慌てない、落ち着く
こと、これは言い古された言葉ですが、まさに、その
方法のひとつといえるでしょう。

わかってあげよう、共感しよう

（マッチング、ミラーリング、

ペーシングによるラポールの成立）

アソシエートからデソシエートへ
（実体験） （分離体験）

不思議なポケット
子育て心理学3

もう一度娘のいじめの問題に戻りますが、担任の先生に
救いを求めると同時に、完璧な母親であるように振舞う
ことをやめて、だめなことはだめ、わからないことはお母さん
もわからないよと素直に話す事ことにました。
例え、人にとっては、ばかげているようなことでも、共感する
母でいてあげることでした。
そして、問題を解決してあげるのではなく、一緒に問題を
解決するようにしたのです。
『どうしたらいいと思う？あなたはどうしたい？』と問い
掛けることが多くなりました。

そして、自分自身の解決できない事も、子どもに力を貸して
くれるようにたのむようにもなりました。
私は、機械オンチなので、最初は電池の入れ替えといった
些細なことからでしたが、特に、二人の子どもの得意分野と
するところは、『お母さん出来ないから、教えて』とたよるの
です。
最後にお礼の言葉と共に『さすが○○チャン』の言葉を
つけて。

共感するために（これをラポールの成立といいます）必要な
ことが、マッチング、ミラーリング、ペーシング、という
スキルです。
マッチングは、相手と同じ動作をする、ミラーリングは相手と
鏡動作をする、ペーシングとは息づかいを同じにするという
ことです。

言葉で聞くと違和感がありますが、反対のことは、実際の
生活の中ではよくやっていることです。
台所で子どもの話を聞いた振りしながら、相槌だけ打って、
子どもに背中をむけていませんか？ ご主人に口では「はい」
といいながら顔はふくれていませんか？
人が悩んでいるときはそっくり返って話は聞きませんよね。
やはり、同じように身をかがめて聞いたほうが共感するで
しょう。これがペースあわせ、共感してくれていると思って
もらう一歩です。

マーチング ＆ ペーシング
（横の人） （前の人）

息、呼吸を
同じにする。

マッチング ペーシング

★ミスマッチにわざとする事もよい。



共感してあげることとは、気持ちをわかって伝え返す
事です。言葉、対話で問題解決することです。
「学校がつらいの」
『そうつらいのね。わかるよ。つらいのね、どんな風に
つらいの。』
『そ―お、あなたはそう感じるのね。』とその気持ちを
わかってあげます。

「試験がいやだからテストを燃やしたい。」
『そ―お、燃やしたいの。』
と共感するうちに話し出してくれたら
『いつ燃やしたいの、どうやって燃やしたいの、誰と燃や
しにいくの。』
と会話になりだしたらしめたもの「本当に火をつけに行く
んじゃないの、そのくらいの気持ちと言う事なの。
お母さんばっかじゃない。」と子どもの方が冷静になって
心の内を開いてくれるのは間近です。

答え方は『そう、～なのね。わかるよ。～なのね.。わかる
よ。そうなんだ』と相手の言葉を繰り返す。
『どんな風に～なの』『いつ、どうやって、だれと、
どこで、なにをと5Ｗ、1Ｈ』を使って、共感して行く
そして最後に
『あなたはそう感じるのね。』『あなたにはそう見える
のね』『あなたはそう考えるのね』といってあげます。

禁句は
『わかるよ、わかる。でも、それを乗り越えるのが
人生よ。』と結論を言ってしまうこと。これを言っては
いけない。
これを言いたい気持ちはわかるけれど、これを言うと
『貴方は間違っているの。こうしなさい』と命令を子ども
に与えてしまう事になるのです。
価値観を植えこんでしまう事になります。そうすると、
自己決定の出来ない大人に育ちます。

『貴方はそう感じるのね』とそこで、共感だけして、
大人がそこに踏みとどまっていると、『自分で感じていい
のだ、自分で考えていいのだ』と自分の考えをしっかり
持てる大人に育ちます。自分の感じるところを、共感して
あげると自己決定できる人になるのです。

『でもそれを乗り越えるのが人生よ』
と言う事は、正しいけれど、その気持ちを受け止めて、
そこにとどまる事が教育です。

子育てでもっとも大切なことは「待つ」姿勢です。

すべて、結論まで言ってしまうと、自分の考えは持っては
いけない、いつも、人（ママが、パパが）が正しいと
思い、長い間に自分の考えが出来ない人に育ってしまう
おそれがあります。

こういう場合は、母子分離が出来ない、そしてこんな人が
心身症になりやすいのです。

相手はわかって、認めてもらえた時に初めて変わる、
のです。

それでも共感できないときは、

『今は、君のことはわからないけれど、どんな時も、
君の事はわかりたいと言う気持ちは持っているよ』と
伝えておきましょう。

そして、子どもは、まわり道をするものだとそうやって大
人になるものだと、少しおおらかに考えましょう。

要は、親が、子どもとの問題を分離して、客観的に捉えて
落ち着く事が大事です。
息子が一時期、不登校のときがあり、こんなことを言い
ました。
『もう後はぐれるしかないよね．』
そこで私はゆっくり、ことあるごとに言いました。
「そう、あなたもつらいんだね。わかるよ。いいよ、
ぐれてみたら？ ぐれるってどんなこと？
どうやってぐれるの？ どんな風にぐれるの？ どこで？
いつからぐれるの？ だれと？ちょっとためしにぐれて
みて？
あなたがぐれたら母は本がかけるかもしれない。ちょっと
ノートにつけさせて。もっとぐれてー。どんどんぐれて
みて－」
2、3回も続けると、最後は息子の方があきれて、
「ぐれたりするわけないでしょーが」と苦笑して去って
いきました。

闇雲に反対しても、ダメといっても、反発がくるだけ
です。このようにして、娘が中学2年になったある日の夜
の会話です。
私はよく面白おかしく自分の失敗談をします。
その日も、私の失策、失敗談を話題にしていると、
「おかあさん、どうしたの？そんなことで落ち込んで。
ホントに母はかわいいね-ｅｔｃ」
小学3年生のときに『私はおかあさんのような園長先生に
はなれない。お母さんはえら過ぎる』といったことは
もうすっかり記憶にはないようです。すでに5年が過ぎて
いました。

娘の言葉を聞きながら、「ご免、ご免」といいつつ、
顔では困った申し訳ない表情でしたが、心から、「これで
この子は私を乗り越えて自立できる」と一人ニンマリ
思った夜でした。

だから、親も失敗していいのです。その失敗を認め
て、「ごめんなさい」を伝えて、だから学べた「ありが
とうだね」を伝え続けることです。
そうすると、親の失敗した後ろ姿から学んでくれま
す。たとえ、失敗したことでも、しっかり見つめて、
そこから学んで立ち上がれば、、親のどんなぶざま
な姿でもそれが、必ず後に続く人への「道しるべ」に
なります。失敗のない人生なんてないのですから。

私の人生も失敗だらけ、そして、そこから得たものの方が
多いので、人生は「思い通りにいかないから面白い」位が
ちょうどいいのです。

さて、先ほどの聴き方が、次のコミュニケーションの
方法、「メタモデルを使った傾聴のしかた」です。
人の話のきき方には．「聞く、訊く、聴く」の三つの
聞き方があります。相手を傷つけないように、キレない
ようにききながら、相手が自ら答えを導き出せるような
きき方についても、お話していきましょう。

ミラーリング

ミラーリング（一致させる）



不思議なポケット
子育て心理学4

真実を知ろう、真実を伝えよう

（メタモデル）

人との会話の中で事実の確認をしながら、自ら、いろいろな
ことにきづいてもらう話し方です。必ずラポール（共感）を
成立させておくことが大切です。ですから、家族や親しい人
との会話に役立つでしょう。そして、かえって、家族だから、
共感が取れているようで取れていなかったということも
ありがちなことですから、十分、相手の気持ちを考えることが
大切です。共感が無い人との会話には逆効果です。

どんな時も 絶対、誰が、どんなことが､だったらどうなるの、
でなかったらどうなるの、本当？、どのようにして、
どんな風にして、何に関して、誰にとって、誰によるとを
質問して、より、具体的な内容を明らかにしていく方法で
あり、その事により人のせいではなく、自己責任で行動や
判断が出来るようになる会話の方法です。

例えば、どんな会話があるでしょうか。具体例はそれぞれの
方で考えていただくとして、よく、使われる事例をあげて
みましょう。

「皆があなたの悪口をいっている」
「みんなが？みんなってどのくらい？どのあたりのひと？」

「いつも、つらいの」
「いつも？どんな時も？つらくない時はどんな時？じゃ、
つらくない時の時間を増やそうよ」

「絶対だめなの」 「絶対？どんなときも？」

「私ががんばらなくてはいけないの」
「がんばらなかったらどうなる？」

「私は悪い子なの」「誰にとって？少なくても私にとっては
いい子だよ」

返す言葉が見つからない時も「ほんと？」
と聞き返すだけで本人にとって再度の確認になります。
確認できるということは、冷静に物事を見つめられるという
ことです。

私自身の経験の中では、ある人が自分のことを嫌っている
かもしれないから、どんなことをしたら良いかについて
相談していた時「（相手の）どんなところでそう思うの？」と
きかれました。「ハット」息をのみました。ちょっとの間冷静
になれ、相手を観察すると、相手は何も嫌っていないかも
しれない、私の思い込みかもしれないということに気づか
されたのです。

又、「私は園長だからいつも頑張らなければいけない。」と

いって、時として肩を張って頑張りすぎて心身ともに

疲れたり、落ち込んだりもしていた私に「いつも園長で

いるの？がんばらなかったらどうなるの？頑張らなくても

いいのよ｡そしても頑張りたかったら頑張ってもいいのよ」と

私の肩の力を抜いてくれ、どんなときも自然に、無理なく、

自分らしく頑張れるようにしてくださったのは、日本にサイコ

シンセシスという心理学を導入した女医であり、心理士の

方です。これは逆説的な励ましと共感です。

相手のどんな時、どんなことが、どんな風にそう感じ

られたかを考えてもらって、自分の思い込みもあることに
気づけたことでなかったらどうなるの？をたずねて自分の
能力に自ら気づいて解決したわけです。

文章にすると、普通に思えることも、自分が迷い道に
入っている時に、ふっとこのような聞き方をされると、
冷静になって真実が急に見えてきたり、肩の力が抜けて、
心が楽になるのです。
冷静になって真実が急に見えて、肩の力が抜けて、心が楽に
なるとおのずと解決策が見えて、別の考えが浮かんできたり
します。

こんなことがありました。
子どもさんがあまり食事をとらないというお母さんの
悩みです。
「ずーっと？どのくらい食べてる？いつごろから？よーく
思い出して」とゆっくり、質問を続けていると、
お母さんは、自ら、そんなに長くではないこと、いつも、
いつもでは無いことを冷静になって考えられ、自分の思い
込みが強くなっていたことに気づかれました。

又、ある時から、子どもさんの執着心が強くなったとの
悩みのお母さんにも同じように「いつもするの？どんな
ときも？いつ頃からそういうことをやりはじめた？
その頃なにかなかった？」という質問をゆっくり続けると、
その頃出産があったこと、入園頃から、子どもへの接し方が
変わっていったことなど、そこに原因があることに自ら気づ
かれたのでした。

子どもが怪我をして帰ってきた時も「もう一体、何をして
いたの？いつもあなたはそそっかしいんだから」と問い詰め
るのではなく、「だいじょうぶ？お母さんにお話してくれる
かな？ どういうことがあったの？（いつ、どこで、
だれと、なぜ、どんなふうにして）そうたいへんだったね」
とゆっくり｡冷静に具体的にきいあげると、子どもは安心
していろいろなことを話し出してくれます。

そうすることによって、次回の改善策も話し合えますし、
子どもは何より自分の考えをわかってくれたということで、
心が安定します｡又、そこで、共感するにとどまっていると、
自分で考えていいのだと思うことが出来、自己選択、自己
決断、自己決定、自己受容が出来る子どもにも育っていくの
です。

このようにこの質問の仕方は、情報を正確に集め、
かつ正確に与えながら、より具体的な内容を明らかに
しつつ、相手に責任があるのではなく、自らに責任が
あることを自覚でき、なおかつ、自己責任において
行動が取れるようになってくるのです。

又、聞きながら相手の気持ちを理解できて、尚一層
共感していくことができ相手も共感してもらえている
と安心するのです。



不思議なポケット
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思い込みを捨てよう
（リ・フレーム･私メッセージ）

人には、いつも同じ考え方をする癖があります。
この同じ考え方パターンのことをフレームといいます。
又、心理学の家族療法でよくつかわれることですが、自分を
とりまく、家族関係や人付き合いにも、この同じパターンが
あらわれるのです。
この同じ状況のなかでは、悪循環と良循環とが繰り返し
行われるわけです。

ですから,悪循環の時には,この考え方をかえて、
パターンを破る必要があります｡これが自分の
フレームを変える,つまりこれが「リ・フレーム」
なのです。

では一体どうしたらパターンを変えることができるので
しょうか。

ここである言葉を使って練習してみましょう。紙面上、
二つのパターンを同時に載せていますが、22ページの
表１からみてください。

表１をその人の考え方のものさしといいます。
同じ「義男君がたたいた」という言葉、事象をきいただけで
もいろいろな解釈があります。
いつも同じような、解釈をしてしまう、これが自分の
パターンです。

ですから、フレームを変えるためには、表２のように、ある
一つの事象をもう一度、解釈しないで、裸の事象に戻して、
もう一度違うパターンで考えてみることが大切です｡

まず、情報からのいつもの価値観、パターンの削除です。
そして、同じ行った事象に違う、新しいフレームで考えるの
です。

フレーム（枠組み、フィルター、色メガネ）をいったん
はずして、事象だけを取り出して、フレームを付け足す
こと、これがまさしく「リ・フレーム」です。
もちろんどれを採用するかは、自分で考えることが大切です
が、少なくとも、いつもの思い込みには陥らずにすみます。
次に23ページの表３，４を見てください。

表３のように人と人の間には必ず、あるパターンが
あります。そのパターンを破る時、私たちは相手に「点」を
打って、自分に「マル」をうちがちです。
どういうことでしょうか。
例えば、表４で行きますと、「あなたがおそくなるから点、
私が怒る マル○」となるわけです。

これを出来るだけ、自分に「点」を打って、相手に
「マル」を持っていく考え方をしていただきたいのです。
つまり、表４で行くと「私が怒るから点、あなたは遅く
帰る」となります。

区切りのつけ方で、同じ行動でも意味付けが変わって
きます。句読点次第で良いようにも、悪いようにも変わって
きます。
ある時には責任の所在をはっきりさせなければいけない時も
ありますが、それがわかっていて責任者（誰が悪いときめる
こと）を作ることは仕方ありませんが、自分勝手な句読点の
打ち方でいつも考えるのは改めたいものです。

と、同時に、いつも自分はどこに、句読点を置くタイプ、
パターンなのか考えてみておく必要があります。

子どもと接する時、親である私たちはついこんな態度を
とりがちです。

例えば子どもが遅く帰ってきた時
「こんなに遅く帰って、これからもっと早くかえりなさい！」

子どもがテレビの音をがんがんかけている時
「うるさいねー。ちょっとしずかにしなさい。」

子どもが何かしでかした時
「だめ！やめなさい！いつもあなたはこうなのだから」

子どもが何もしないとき
「早く。さっさとしなさい｡ホントにぐずなのだから」

他にも自分のパターンをかんがえて
みましょう。きっといろいろな口癖が出てくるでしょう。

覚えはありませんか？
ではこんなときどんな言葉かけがいいのでしょう。

遅く帰った時の怒る自分の気持ちをレフレームすると
どうでしょう。それは「あなたのことが心配だったの」になる
かもしれません。
だったら、怒る前にその気持ちをあらわせばいいのです。
「心配していたのよ。なにもなかった？大丈夫？」
そしてそれからゆっくりしかればいいのです｡そうすれば
どんなことも話してくれます。怒ってしまっては、何があった
のかという情報さえ収集できません。

これを「親業」という親の心理学では「私メッセージ」と
呼んでいます。

テレビの音がうるさい時は、
「お母さん、今、少し音が小さく聞こえればとっても
うれしんだけど」と『私メッセージ』を使います。『私
メッセージ』というのは、あなたに原因がある時でも「あなた
は～～だから」といわないで、「私は～だけど」「私は～と
おもうのだけれど」「私は～だとうれしい、かなしい」という
ように、いってみる言い方です。

フレームを相手から自分に変える、「マル」句読点を自分に
持ってくる方法です。
このような言い方をしますと、自ら考え、判断して答えて
くれるようになります。
「じゃ、今は小さくするね。」とか「いつからならつけても
いい？」と会話が続きますし、何より、こちらも相手の考え方
が理解できます。
その人には、その人なりにそうせざるを得なかった理由がある
からです。

又、何もいわないで我慢し、怒鳴ってしまって自分の気持ちが

伝わらないよりも、自分の気持ちを素直に言うことで、
自分の本当の気持ちも理解してもらえすっきりします。
ストレスもたまらなくなりますから、自分が何より楽に
なります。我慢するより言ってよかったと思えるように
なります。
せっかく心配したり、お願いしても結果として、互いに嫌な
気持ちしか残らないなら、いわないほうがよかったになるから
です。これは子どもの側からもいえることです。

子どもが何かを失敗したときも、「まさかあなたが！
どんなことがあったの？ なんでもはなしていいよ。話したく
ないなら、お母さん我慢する。そしてね、お母さんが
聞きたいから、



力になりたいから、話したくなったらなんでも話してね」と
共感し、受容し、お母さんの責任において、具体的にきいて
いくといいと思います。

子どもには親はつい「早くしなさい」という言葉が出がち
ですが、このときも「お母さんは頑張っている姿をみると
嬉しいな」
「それを見ると、又はそれをきくと悲しいよ」など、自分の
行動のみ伝えることや「どうしたら出来るかな」という
問いかけの言葉掛けがいいでしょう。

こんなに、はっきりいえなくても、子どもの考えにまずは
「そうね」とまずは相槌打ってみましょう。以外に欧亜は
青津地を打っていないことに気づきます。
相槌、それだけでも、子どもは共感され、受容されたと
感じ、話を してくれるようになるものです。

「子どもが何も話してくれない」ではなく「話をさせて
くれない。聞いてくれない親」にならないように気をつけた
いものです。
この個人のパターンがわるいといっているわけではないの
です。

いろいろなフレームがあるということを知っていると
いないのとでは天と地の差があるということです。

何かあった時にすぐにいくつかのフレームが浮かぶように
なると素晴らしいですね。そして、その事で人付き合いも
楽しくなります。

表1

ある一つの事象
例えば義男母をたたく

Ａさんの視点

これはうらみだ

これは甘えだ

これはわがままだ

これは不安だ

これは怒りだ

これが
リ・フレーム

【枠組み、フィルター、色メガネ】

Ｂさんの視点

Ｃさんの視点

Ｄさんの視点

Ｅさんの視点

解

釈

表2 〔情報からの価値、枠組みの削除〕

１つの事象

事象のみ
とり出す

☆フレームを一旦はずして事象
のみとり出して新しいフレームを作る



〔家族が陥りやすいパターン〕

表3
兄：父に挑発的

父：兄を説得父：母をどなる

母：妹をたたく

妹：母に反抗的

母：妹に注意

妹：さびしくて
母にベタベタ

父：兄互いに挑発

父：母を非難す
る

母：日頃のグチを
父にいう

表4

〔直接的因果律〕

〔夫の行動〕

〔句読点のつけ方〕

夫

妻

妻： Ａが原因で苦しい結果Ｄがでる
Ｃが原因で苦しい結果Ｅで怒りがこみ上げる

夫： Ｂが原因で結果Ａというつらい毎日になる
Ｄが原因で、うまくいかず結果Ｃになる

行動Ｂ

行動Ａ

行動Ｄ

行動Ｃ

行動Ｅ

句読点の打ち方
で受け止め方が

かわる
考え方が変わる

酒を飲む

遅くなる

原因 結果

イライラする

怒る

（妻の行動）
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目標を正しく持とう
（メタアウトカム）

自分がどんなことを､どんな人に､どのように、どんな
方法でどのようにしたいか､またどのようにされたいか
明確にわかる方法、目標達成のために必要なことが
なんなのかがわかる方法、自分の願いが思いだけで
なく具体的な行動として見えてくる方法です。

私たちは､つい目先のことにとらわれてしまいがちです。
特に子どもが突然､突拍子もないことを、言い出した時など､そ
の目先の内容にだけとらわれて、子どもの本当に気持ちに気づ
けないことがあります。
また、目先のことに振り回されて、本当の自分の気持ちを
どこかに押しやってしまいがちです。

例えば、子どもが思春期になってこんなことを言ったと
します。
「僕､時々盗みがしたくなるんだ」
つい、親はカーッとなって『そんなことはだめでしょう！』と
禁止用語をつかってしまいがちです。
そうするとここで、コミュニケーションは途絶えてしまい
ます。
二度と親には､禁止されているようなことをいわなく
なります。
でも子どもは助けてほしくて、シグナルをだしているのかもし
れません。
気持ちをわかってほしくて、話し出したのかもしれません。

ここで､話を続けてもらわなければ、二度と子どもの行動につ
いて知ることは出来ないでしょう。そのくらい、子どもは時と
して、十分に身構えて親に言葉を発しているものです。自分が
子どもだった頃のことを思い出してみれば、
明白ですね。

前回、まず共感することのききかた『そう、盗みがしたい
んだ。気持ちはよくわかるよ』と気持ちをわかってあげて、次
に、事実を確認しコミュニケーションを続けるために
『どんなときにしたくなるの』など「いつ、どこで､誰が、何
について、どんな風にして、でなかったらどうなるの、
どんなときも、絶対、ほんと」についてのきき方を学び
ましたね。

目標を明確にするために質問していくことは、見えている
こと、聞こえていることに集中するので、感情からは切り
離されて冷静になるという、前に学んだ5W1Ｈの仕方も
大切になってきます。

共感し、事実を確認したその後、子どもと会話を続けるために
有効なきき方です。

『盗みをするとどんないいことがあるの？』
「スリルを味わえる」
『スリルを味わうとどんなにいいの？』
「スカッとする」
『そうか。すかっとするのね。爽快なんだね』

「そう。とっても気持ちいいんだ」
『じゃ、すかっとすれば、盗みをしなくてもいい？』
「そうだね。でも、一番盗みがすかっとする。」
『ほかに、スカッとすることはないの？』
「音楽をガンガンならす」
『他には何かある？』
「歌を歌う」
『音楽が好きなんだね。盗みをしたくなった時、歌を歌って
みるってどう？』
「気持ちがまぎれるかもしれない」
『まわりの人とはちょっと驚くかもしれないけど、今度一度
やってみてくれる？』

と、ゆっくり、愛と敬意をもって、頷いたりする動作、受け
止める言葉、元気づける言葉、勇気が出る言葉、を伝え
ながら、子どもの気持ちに共感して、落ち着いて伝えると
こんな風に会話が進んでいきます。
ゆっくりと、ペース合わせをしながら
「それをすることで何が得られるの？」
「それを得られるのに、今それを止めているものは何？」
という質問の仕方は、本当に自分の奥底に眠っている、本当
の目標を得るためにとてもいい質問です。

きかれた本人も、あんなにやりたかったことなのに、あんな

に反発していたのに、ゆっくり質問されることによって、
冷静になり、客観的に整理されて、自分の本当にやり
たかったことが何か、見えてきて、明確化され、その
為には他にも方法があると言う事も、聞かれることに
よって、自分も話して答えていく内に自らわかって
きます。

子どもや人がしては困るようなことをいったときや、

した時に禁止用語を使わず子どもの心を傷つけない
でいい、とても役に立つ会話の仕方です。



●いつも夢を持ち、目標を明確にすることで行動変化する方法●

私の小学一年生の時の将来の夢は「園長先生になる」ということ

でした。「なりたい」ではなく「なる」というのが親の職業であり、

一人娘の私は小さな頃から使命感を持って自覚していたのでしょう。

我ながら、あきれるほどの決意でしたね。小学生の頃は同じ年齢の

友達が幼く見える、そんなおませ子どもであった事を覚えています。

そして、その夢のとおり、現在、園長職をさせていただけることは、

私はなんと幸せなことでしょうか。

そして、自分の人生を省みれば、私はこの目標に向かって小さな具

体的な今自分がやれる事をやれることからしていたのだと気付きま

す。それはとても自然なことでした。

心理学を学び、目標の明確化とその実現のために小さな、今出来

ることからはじめることが大切である事が理論としてわかっていま

すが、若い頃の私は、そんなことは知らなかったのに振り返ってみ

ると、それが今の私を作っている事に気付きます。

園長になるから小学生の時はピアノと日舞を練習し、役に立つ

だろうから、演劇部と放送部に入る、中学生ではやっぱり先生は

体力と美意識がいると思いテニス部と美術部へ、高校は歌も必要

かなとコーラス部へ、ここではミュージカルを始めました。

大学では学内の主な行事を統括し、子ども達を野外活動につれて

いったり、ダンスやさまざまな歌や遊び、手作りのおもちゃ作り

などを指導し、リーダーシップを養うクラブを選択していました。

そして大学4年生の時は学校経理を学びに経理学院に入学したりも

しました。

思えばすべては将来の夢「園長先生になる」に向かっていたのでし

た。だから27歳の時に、本当に怖いもの知らず、(今となってはよ

くやろうとしたなと恐ろしくなるくらいのですが、)園長になる

事に何の躊躇もなかったのではないかと思うのです。知らずに

やっていた体験が、目標に向かって心の準備を整えてくれていたと

思うのです。

『13歳のハローワーク』の本も人気を博しました。

これからの子ども達にとっては、(もちろん『子育て、人生に遅い

ことはない』という格言も大切にしなければならないのですが、

一方で)早い段階からの、目標設定が大切になってくるとも思うの

です。

もちろん、どうやって目標を決めたらいいのかわからない時も

あります。人に対して腹を立てているときもなぜ腹を立てている

のか自分でもわからない時があります。

そして文句を言ってどうしたいのか明確でないのに怒っていたり

するのです。

その時は、

「自分はどうなりたいか？ 何をどうしたいのか?

どのような状態になった時に目標を達成したと感じる事が

出来るか。

いつ、どんな時に、誰とともに自分はどのような姿で

ありたいか。

目標を達成すると自分はどんな影響を受けるか?

何が自分の気持ちをそうさせるのか、

また、それをするのを止めているのは何なのか？

そのために自分の持っている知識や体験で生かせる

ことは何か、今から付け加える役に立ちそうなものは何か。

最初に始める第一歩は何なのか、

そしてそれは達成する価値があることなのか、

達成することによって弊害はないか」

その事に気付いて自問していくと、比較的、本当の自分の気持ちに

気付いて目標を明確にする事が出来ます。

目標が決まらない時、自分がどうしたいのかわからなくなった時に

この自問を是非してみてください。子ども達が迷った時に優しく

この質問で、たずねてみてあげて下さい。

自分の心の中の本当の目標が決まると、とても気持ちが落ちつく

ものです。



今後、社会で求められる人材として、一つは「本当の意味のプロ

としての自覚と専門性を持つ人」です。将来を見据えて、今何を

したらいいかを考え、日々邁進し、資質向上できる人が必要です。

二つ目は「学んだことを単なる知識に終わらせず、思考錯誤体験を

通して、体の奥に響く感性に裏付けられた知恵に変えることができる

人」です。

さらに、「他者とのコミュニケーションが図れる人」で、個別性を

持ちつつ、相手と自分の心を同時に大切にできることが大切です。

子ども達がこれからどの業界へ進むにしても、すべては夢から

始まります。夢を持つということは目標を明確にすることです。

目標を決めたら、その目標を小さく分けて、まず今日できる

ことをできる範囲でやってみましょう。もし、その中の何か一つ

でも達成できれば、それがまた次のやる気と行動を引き起こ

します。それが夢を持ち続ける為の秘訣です。

明確化された夢は必ず実現します。「行動しないで

後悔するより、行動して反省する人」になってほしいもの

ですね。人生は二度ありません。自分の為の自分自身

の人生です。他者評価ではなく自分で自分が認め

られる人生を送ってほしいものです。

そして親や教師は、こんな子に育ってほしいと願い、教育し、

子育てする時、子ども達がどんな時代に生きていくのか、という事を

ある程度予測して、教育にあたる義務があると私は考えます。子ども

達は、今を生きるのではなく、２０年後を生きていく子ども達なの

ですから。

子ども達が成人する、１５年後はどんな時代がやってくるので

しょう。もちろん、人は、いつの時代にも、順応してきましたので、

これからもおそらく、少子高齢化対策、税制、福祉の対応、

エネルギー、環境関連技術の開発、医療改革、教育改革等、あらゆる

知恵をしぼって乗り越えていくことでしょう。

では、その中で、どう生きていってほしいのか、どうすれば、

生きていける大人に育っていくのか、大きな視野に立って子育てを

しなければと思います。近年、あまりにも、目の前の事象にとらわ

れて、子育ての視野が狭くなっている、そこで、親自身も、いえ親

のほうが

疲れている。その体験を通して、子どもが何を気付き、どう成長し

ようとしているのか、見極めずに、前に、前に経験の場をつみ取っ

てしまっている、そんな場面が多いような気がしてなりません。私

達も含めて、今一度、子育てを振り替える良い機会と致しましょう｡

「生きるとは何か」（島崎敏樹著）の本の最後のページの最後の

2行にこんな言葉があります。

「生きるとは、自分と共に歩もうとする友と、肩と肩を

組み、前方に見えるかすかな光に向かって、

一歩前に進もうとする存在ではなかろうか」。

感動した部分は、「・・・前に進もうと

する存在・・」というところです。

人生とは結果ではく、過程にこそ価値が存在しているので

す。目標を決めたら、闇雲に結果だけを評価するのではなく、

皆で目標に向かって毎日努力しているその過程（プロセス）

そのものにも価値を見出し、力強く前進していきましょう。

人は未来に向かってどこかの部分が「いま」確実によくなりつ

つあるのです。苦手ではなく『少しずつ上達している』のです。

メン

「夢とは、ただ語るものではなく、ただ願うもの

ではなく、それをかなえようとするその人の心意気

そのもの」です。



不思議なポケット
子育て心理学7

どうしたらいいか自分で考えよう
（ミルトンモデル）

私たちは、つい子ども達にあれこれと指示を与えがちです。
そして、指示ばかりを与えていると自分で，判断、行動
できなくなってしまいます。子ども達が指示をされないと
何もしないという「指示待ち症候群になっている」と
言われるゆえんです。

では、どんな言葉かけをしたらよいのでしょうか。この

方法は、自分自身で考える事が出来るように、その人の
もてる力をひきだしていく方法です。

厳しいお母さんの言葉の第一位は、｢早くしなさい、さっさと
しなさい｣第二位は、｢何度言ったらわかるの｣｢何回同じ事を
言わせるの｣です。
そうやって、命令しておきながら、第三位の言葉は｢勝手に
しなさい｣です。
そして、第四位は｢兄弟喧嘩の仲裁｣そして｢兄弟の比較｣に
落ちつくのです。

これでは、言われる子どもの方は、たまったものでは
ありません。
厳しい口調のお母さんの子どもは、気を遣いすぎ、いい子の
心が我慢しきれず、キレてしまうのです。お母さんは、
お父さんやお姑さんにお隣の奥さんと比べられたらどう
ですか？考えてみましょう。
気付かないうちに子どもに、無理なことを求めていませんか？
子どもは、試行錯誤しながら時間をかけて大人になるもの
だと言う事を忘れてはならないと思います。

過保護のおかあさんは、｢貴方のためにやったのよ｣と言う
考えです。これでは、テレビで、お馴染みの、マザ―
コンプレックスのかたまり、昔テレビであった「冬彦君」の
一丁できあがりです。
怪我をさせては一大事と、小さな怪我を未然にふせぐあまり、
安全能力が身につかず大怪我をしてしまいます。
子どもは、何時もしてもらう立場だから、困っている人を
助けない非人情な人になったり、自分からは何もしない、
無気力人間になるか、指示待ち症候群―指示されないと何を
して良いか判断できない人達のこと―になっていくのです。

冷静な心が強すぎるおかあさんのこどもは、冷淡な性格と
なり、打算的、又は、人と深い関わりをさけるようにも
なります。
分析的態度が強く、遊びを楽しむことができなくなります。
子どもが、何も話さなくなったとこのタイプの親がよく言う
言葉ですが、親が子どもの遊び心に水を差すような会話を
続けている結果にすぎません。

奔放なおかあさんは、新聞でも取り上げられていますが、
自分の遊びが先で、「パチンコ店に子どもを置き去り」などが
典型的です。

親自身が子どもで、大人になっていないわけですから、
どうしようもありませんが、まれに、親を反面教師にして、
素晴らしい子どもが育つ場合もありますので、ここが、
子育ての、面白く、難しく、摩訶不思議なところでも
あります。しかし、このような場合、必ず、そばに、
親以外の共感して認めて受け入れてくれる存在がいたと
言う事実を忘れてはなりません。

さて、言葉と態度が裏腹、顔で笑って、口調はおこって
いる、ジキルとハイド的など今「アダルトチルドレン」の
言葉で問題視されている心を持つお母さんが一番やっかい
です。このような親に育てられると子どもはびくびくした
性格に育ちます。

このような、相反する心から発されたと思われる態度、
言葉には必ず裏の心が隠されていますので、見極めが
必要です。
又、この性格が顕著な人の付き合い方は、かなり努力が
必要です。

では，どうすれば，子どもが自分で考えられる言葉かけが
出来るのでしょうか？
簡単にいえば、親自身が、自分が今、どんな状態にあるか、
｢分離｣して観察する事です。

簡単な様で、これがなかなか難しいのですが、出来なくても
その時々に「今、私は、厳しすぎたな―」とか「お母さんは
優し過ぎたぞ―」と自分で気がついていれば８０点は
合格です。

自分がどの状態であるか気がつくことが出来れば、自分で
反省しますので相手を、一方的に責める事がありません。
従って、トラブルも少ないのです。
どうしようもないのは、相手を理解するどころか、自分の
状態もわからないこと（人）なのですから。

では、具体的にどのようにしたらよいか考えてみましょう。
まずは一方的に自分の意見を子どもに押し付けるタイプ
です。

子どもには、子どもの世界があり、お母さんとは、別人格で
すから、いつも親のいうことを聞くとは限りません。子ども
だって、嫌なことは嫌なのです。一方的に、親の考えを
押し付けると、子どももストレスがたまります。
我慢しすぎて精神的なゆがみも出てきます。そしてキレるの
です。

子育ての原則は、「子どもを信じよう」という親の心、
気持ちです。

つい、厳しくしてしまいがちな時は「さすが○○ちゃん」
「○○ちゃんはえらい」「○○ちゃんのおかげ、
ありがとう」と言う言葉を多く使ってみましょう。

又、「電気を消しなさい」では無く，『お部屋どうなってる
かなあ？』というと、電気を消すだけでなく、かたづけまで
やってくれるかもしれません。

時にイエスマンに徹してみるのも大切です。信頼して
まかせる、そして子どもの能力を引き出してあげるのです。

時としてでも叱る事も大事です。感情でおこるのではなく、
善悪の区別を教えるためにきちんと叱るのです。その時は
父母同じ考えで叱るという態度をとります。

片一方が叱って、一方が甘やかすのでは駄目で子どもは、
善悪の判断を狂わせてしまいます。そして、同じ様に
叱っては子どもは、逃げ場がなくなり追い詰められます
ので、叱り方を変えるのです。

お父さんが厳しく言ったのなら、お母さんは、優しい
言葉で諭し、子どもに考えさせるのです。おかあさんが
日常的な事をいったら、お父さんは道徳的なことをいうの
です。いけないという考えは一環しているほうが
いいですね。



この時のキ―ワ―ドは「まさか、○○さんが」です。
「まさか、あなたが」の言葉には信頼があります。

そして、最後は態度で示します。『子どもは親の言う事は
しないけれど、やっていることは、実に良く真似する』の
です。

子どもを叱っているそばから、その子どもの態度の中に自分と
よく似たところを見出して、苦笑いという事がよくある話
です。

このタイプのお母さんには「さすがとおかげとまさか」が
キ―ワ―ドです。誉めて、感謝して、信頼してそれがポイント
です。

次に何でもかわいそうと何もさせない3ない主義の
タイプです。
主に

1．「兄弟喧嘩させない」 2．「けがさせない」
3．「家の手伝いをさせない」の3ないです。

1、兄弟喧嘩は、元々、母親の争奪戦ですから、母親のいない
ところではしません。ちょっと陰に隠れてみていれば、すぐに
仲直りするものですから、親は「高見の見物を決め込む」のが
一番です。

兄弟喧嘩に親が出るのは、子どもが自ら育ち、養って行く人間
関係の付き合い方のテクニックを奪う事になります。
この時大切な事は、兄弟間の格差をなくすこと、兄弟の比較を
しないことです。

２、安全能力は、何時も教育方針でもいっている通りですが、
子どもがかわいいなら大怪我をする前に、安全第一主義を
やめて、小さな危険になれ、その事を上手に対処することに
よって、大きな危険を未然に防ぐ能力を育てる教育を実践する
ことです。
痛みのわからない子どもは、他人にも残虐な行動を起こす事が
多いのも事実です。

３、家の手伝いですが、勉強ばかりして、温室育ちの成績の
良い子どもより、家庭での手伝いをよくして社会経験のある
子どもの方が、社会人として頭がきれ、行動力もあり社会に
出て、順応力も高い優秀なビジネスマンが育っている事も
事実です。

家事労働を含めて、子どもと一緒に活動する、体を共にして
働く、動くと言う事が少なくなってきている事が、今のキレる
子どもを増やしているような気がしてなりません。

又、このパターンの人には、自分の寂しさをまぎらわせる為に
子どもを可愛がると言う傾向もあるので気をつけたいもの
です。

『手を出さず、目を離さず、口を出さず』のキ―ワ―ド、
その精神でいきましょう。

昔から「可愛いこどもには、旅をさせろ」と言う素晴
らしい言葉があるではありませんか？

３番目には冷静すぎる真面目過ぎるおかあさんの

言葉かけです。このタイプのお母さんは、聞き上手な
お母さんになりましょう。

よく子どもが何も話さなくなったといわれる方が
いますが、実はお母さんが話させなくしているのではない
でしょうか。いつもまじめな正論ばかりでこられては、
誰でもおもしろくありません。
話も長続きしません。何も話さない子どもでもその子の
大好きなプラモデル、オ―トバイの事でも聞いてみて
下さい。きっと、得意げにまるで機関銃のように話して
くれるでしょう。

大人だってお酒の席で血液型の話で盛り上がっている
のに、冷静にまじめに「あんなのはあてにならないのよ」
と言われたら、話に水をさされるでしょう。

子どもも同じことです。子どもが興味を持っている
ことを、親は素人として教えてもらう事です。
素人の振りをしてコミュニケ―ションをとるように
しましょう。
そして、たまには子どものおだてにものってみましょう。
子どももいきいきしてきます。

次に、叱り飛ばしたり、体罰を加えることがある
お母さんです。怒るのではなく、しつけの叱るが大切です
。叱る時は、雷のごとく叱り、青空のごとく忘れるように
したいものです。

強く叱ることも時として大事なときもあります。
その時、何故叱るのか、明確にしてからしましょう。
でないと子どもは、何が悪かったのかわからず、叱られた
ことを覚えているだけです。そうやって訳がわからず、
叱られたり、叩かれて、育った子どもは、又、自分の
子どもも叩くようになります。

最後に、つい子どもにも100％を求めがちなお母
さんです。

このお母さんは、「80％主義でいこう」がキ―ワ―ド
です。

完璧さを目指す生真面目さをなくしましょう。欲求を
100％押し付けていては、要求水準が高すぎて子どもが
疲れてしまいます。子どもには子どもの人生があるの
です。

尊重するべきところは尊重し、注意すべきところは注意
する事。
『足る事を知る』ことが、80％主義のキ―ポイント
です。

人とむやみやたらに比べる事もやめたいものです。特に
成績、本当の学問や仕事は自ら築き上げていくもので
あり、知識はあくまでも人間としてのベ―スでしかなく、
発想力や判断力、行動力が伴わなければ、話にはなり
ません。

又、他の家と比べる事、他人の悪口を子どもの前で言うこ
ともこのお母さんのやりがちな事ですが、それも無意味
です。他と比べる事よりも、自分の家庭、家族らしさを築
く事の方が大切です。



つい追い詰めるような言い方もしてしまいがちです。
追い詰めないで、逃げ道を作りながら叱ることが大切です。

このタイプのおかあさんはお父さんとも陰にこもった
喧嘩をします。たまに小さな喧嘩をしながらガス抜きを
しましょう。
その時、肉親の悪口を言わない、肉体的欠陥をいわない、
プライドを傷つけないことに注意しましょう。

そして、「ごめんなさい」の一言が言える時間と余裕を相手
に与えてあげるようにしましょう。
又、一番にこのタイプのお母さんに、もってもらいたい
ものは、ユ―モア精神です。

遊びを楽しめない園児さんの保護者の方も楽しめない方が
多いのではないでしょうか。少しのユ―モアが子どもに
余裕を与えます。
たまには、子どもの前で、どじをしてみましょう。

何にでも興味、好奇心を持ちましょう。たまには、こどもと
お父さんに『感謝状』や『努力賞』をあげてはいかか
でしょう。

遊び心を持っているお母さんを見ていると早く大人に
なりたい、人生とは楽しいものだと思わせられたらしめた
もの、なんと素晴らしいお母さんでしょうか。

子育ての最後は見かえりを求めない事です。子どもには、
５歳までの愛くるしさで一生分の親孝行はすべてして
もらっているのですから。

それでは、子どもが自ら考えることが出来る言葉かけをする
お母さんについてまとめてみましよう。

１．「さすが」でほめて、「おかげ」で感謝、『まさか』の
信頼の心で叱りましょう。

2．時にイエスマンに徹ましよう。

3．かわいい子には心の旅をさせましょう。

4．感情でおこらずにしつけの為に理由を明確に
叱りましょう。

5．叱る時は、雷のごとくさっぱりと青空のごとく
忘れましょう。

６．ごめんなさいといえる心を持ちましょう。

７．たまには子どものおだてにのってみましょう。
子どもの前でどじをしましょう。

8．何にでも好奇心を持ち、遊び心 ユ―モア精神
をもちましょう。

９．自らの行動で示しましょう。

10．子どもには見かえりは期待しないでいましょう。

いかがでしょうか？

なかなか難しくて「こんな事出来ない」の声が聞こえて
きそうですが、自分の悪いところは棚に上げて子どもだけ
変えようなんていうのは虫がよすぎるかもしれません。

この話を聞いて、出来ないとかえっていらいらするくらい
なら聞かないほうがましです。

そして、時すでに遅し、お母様は話を聞いてしまいました。
聞いてしまったのなら、１つでも実行する方がいいのでは
ないでしょうか。

その上で、やはり、それも出来ないと思うなら、自分の
状態にだけでも気づく事、そのことを知っていれば、あえて
それに徹するも良し、そのことに気づいていない事が一番
怖いのですから、今日はそれに気づけただけもうけものと
考えましょう。
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相手の立場になろう
（エンプティチェアー）

人とのかかわりに気づき、その他の視点もたくさん在る
ことに気づく方法、視点が変わると行動が変わるという
ことを理解して頂ける方法です。

これは、人間関係のダイナミクスを理解することに非常に
役立ちます。どのような人間関係にも三つの「視点」が
あります。
それぞれの視点の意味を明確にし、自分の人間関係を
それらの視点より理解し、それぞれの視点を探るチャンスを
見つける事ができます。

相手の立場になるという事、客観的に考えてみるという
ことは、確かに昔からいいふるされている言葉ですが、
わかっていながら、これが、なかなか出来ないのです。
これが出来れば、皆、苦しんだり、悩んだりしないで
すむと思います。

しかし、視点を変えることが出来るように、自分を訓練
する事は出来ます。視点を変える事が出来るようになれば、
少しは楽に生きられるようになります。
人間は一つのパターンでは、かならずいきづまります。
二つのパターンでは葛藤がおこります。三つのパターン
では、選択することが出来るようになります。選択が
出来れば人は追い込まれなくてすみます。これがとても
大切なことです。

子育てで悩んで事件になったことがニュースでありました。
悩んでいるお母さんも、引っ越す、別の友達を作るなど、
いくつかの視点と選択肢を持つことが出来たら事件を
起こさずに済んだでしょう。

悩んだ時、追い込まれてしまったと感じた時、別の視点、
別の考え方、違う方法が他にないか、考える癖をつけま
しょう。
これは、以前、お話しました「思い込みを捨てよう」という
「リ・フレーム」と言ういつも違う枠組みを持つという
考え方に繋がっていきます。でも、頭の中だけではなかなか、
切り替えが出来にくいのです。

そこで、こんな方法があります。
家にある３つのイスを、用意するだけでいいのです。
これだけでは、なかなか、切り替えにくいので、実際に体を
使って行ってみるのです。P32の図のように行い、
考えます。

「人間関係を見る３つの視点」

第一の視点(立場)

第一の視点(立場)は、あなたの個人的な考え方を表します。
あなたの信念や価値観は、今までの人生経験によって
形成されてきました。第一の視点では、こうしたあなたの
感情や意見が最も大切になります。

第一の視点に立つとき、あなたは他人の行動を認識し、
さらに、その行動が自立した人間であるあなたにどの
ような影響を与えているか認識します。自分を尊重し、
自己と他人の境界が明らかにされ、しかも、その状態が
維持される視点です。つまり、自分の心、考え、夢、
願い、自分がどう望んでいるかという視点です。

第二の視点(立場)

第二の視点(立場)は、相手の考え方が考慮される視点
です。
相手の人もまた、その人の意見、信念、価値観、感情を
持っていると言うことが理解できて、初めて持ちうる
視点です。

あなたの行動は何らかの方法で相手に直接影響を与え
ます。第二の視点は、相手が自分をどのように考えて
いるかを理解するに至る視点です。つまり、相手はどう
望んでいるかという視点です。

第三の視点(立場)

第三の視点(立場)は、距離をおいた、とらわれない視点
です。
あなたが、自分と相手のいずれの感情からも、引き
離された時の視点です。

このことが出来ると、より広い視野がもて、両者の
パターンが見えてきます。第三の視点の目標は、中立的、
客観的な立場に立って物事を全体の一部として見る事
です。
どのような状況であっても、自分が、感情にとらわれて
いると感じたら、第三の立場に立っていない事に
なります。

第三の視点に立つ時には、両者がそれぞれの目標、意見、
信念を持ち、互いに影響をし合っているのを明確に見る
ことが出来ます。
両者がそれぞれ、現在の価値観を持つに至った個人の
歴史を持っています。この視点において、この世界には
二つ以上のものの見方が存在するのだという事を明らかに
知る事が出来ます。
つまり、客観的な冷静な立場とお考え下さい。

少し、専門的な言葉遣いになってきましたので、簡単に
やってみましょう。

イスを三つもってきましょう。
Ｐ32の図のようにおいてみてください。
そして、1の自分のイス、２の相手のイス、３の客観の
イスを決めましょう。ちょっと、バカバカしいように思う
かもしれません。とりあえずやってみて下さい。



ゆりの樹幼稚園でリトミックを私が指導していてもよく
わかるのですが、心の中の思いを出せない子どもには、身体
表現は予想以上に効果をあげるものです。同じ事が言えると
思います。

頭の中でわかっているつもりでも、理解できないで、
悩んだり、苦しんだりしているわけですから。体で感じて
みることから始めてみるのです。とにかくばかばかしくても
やってみましょう。

１、はじめは、自分のイスに座ってみます。特定の場面で
特定の人を思い浮かべてください。

１のイスから相手の2のイスをしっかりみてみましょう。
自分が相手の人をどのように思っているか、どんな考えを
もっているか、どんな感情を持っているか口に出して言って
みましょう。他にはありませんか。この際、思いつくことを
皆声にだしていってみましょう。

何が見えますか。どんな事をききたいですか。どんふうに
感じていますか。もういいですか。他にはないですか。
すっきりするまで言いましょう。だれも聞いていないの
です。在るのはイスだけです。

これだけで、日頃、心にストレスを溜めている人はすっきり
する場合もあります。
誰もいないイスにむかって、思いを、言うだけ言ったら、
それだけで、爽快だったという事もあります。その時は、
これまで、よく我慢していたねと自分を誉めてあげま
しょう。その時はここでやめてもいいですね。

２、次に第三のイスに座ります｡

座る前に、もう十分気持ちを吐き出したか、第三のイスに
もう行けるか、しっかり確認してから、移動します。目の
前の二つのイスを見ます｡自分と相手の姿が浮かんで
きますか。浮かんでこないようだったら、ずっと自分の
イスを下げて距離をおきましょう。二人の姿が浮かぶまで
距離をおきましょう。

ここで、まだ思いを言い足りてないようだったら、もう一度
自分のイスに戻って、思いを吐き出してもいいです。十分に
自分の気持ちを出していないと第三のイスにはいけません。
さあ、第三のイスでは、中立の立場で、客観的に観察者に
なって二人を見ましょう。二人のパターンに気づきま
しょう。

どんなふうに見えますか。どういうやり方をしたらよい
ように見えますか。どんなことが聞こえてきますか。どんな
風に感じますか。どう思いますか。他人のつもりで、
こうしたらいいよねー、とか、こうじゃないー、と口に
出していってみましょう。
他にはないですか。
思いつく事を何でもいってみましょう。

3、つぎは、2の相手のイスに座ってみましょう｡座りたくない
人もいるかもしれませんが、とりあえず座ってみましょう。

そこで、相手になった自分に聞きます。「相手はこの事を
どう感じているでしょうか｡相手の立場になったあなたには
どう見えているでしょうか｡どう聞こえているでしょうか。」
相手の立場になって答えてみましょう、思いつくだけでいいの
です。相手はどう考え、どう感じ、どう見て、どう聞いて
いるか、相手のイスに座って、相手になりきって答えて
みるのです。

次に3の客観のイスにもう一度戻って、二人を、もう一度
客観的に眺めて、感じる事、見える事、聞こえる事、思う事を
口に出して言ってみましょう。

そして、最後に、自分のイスに戻ってきましょう。そして、
もう一度自分に戻って、今、新たに、感じる事、見える事、
聞こえる事、思う事を口に出して言ってみましょう｡

あっちのイスにいったり、こっちのイスにいったり、面倒かも
しれません。イスを下げたり、一人で、ばかばかしいかも
しれませんが、最後までやってみてください。

きっと何かが変わってきます。
これは、やった人でないとわかりません。体感して初めて、
昔の人がいっていた、使い古された言葉が理解できてきます。
相手の立場になりなさい、客観的に、冷静になりなさいと
いうことがどんなことかが。

ここで、必ず、感じること、聞こえること、見えること、思う
ことを全て問うのは、一番、最初の「観察眼を持とう」に
繋がっています。

全部の感覚「聞く、見る、感じる、」を使って確認していく
事が大切です。そうする事で、自分が日頃あまり使わない
感覚を味わうことで、別のパターンが見えてきます。
同じイスでも、三つのパターンがあって、その上、イスが
三つあると９つのパターンが見えてきます。

どのイスが心地良かったですか｡一番心地良かったイスに
戻ってこの事について、何を学んだか考えてみましょう

そして、変化しても良いか、これを取り去ったら、不都合が
ないかチェックしておきましょう。いかがでしたか？

視点が変わると行動が変わります。パターンがわかる
と悩まなくて済み解決方法が見えてきます。

さて、「人間関係をみる３つの視点」を理解し、体験したので
ここで、自分の周りの人に目を向けてみましょう。
どのようなパターンを発見しますか？どの視点に一番時間を
費やしていますか？あなたにとって、大事な、大好きな人は、
また、悩ませている人は、あなたといる時どの視点を取る
ことが多いでしょうか。

このようなパターンを発見する事は、自分や他の人々が、
なぜ、人間関係において、今のように振舞うか、理解するのに
役立ちます。異なる視点は異なる行動を生み出すのです。

さて、ずいぶん昔の話園です。こんなことがありました。
身体測定で、我が子の身長が違っているので、全園児測りなお
してほしいというご要望でした。

保護者、園児の気持ちを全てお話して頂き、十分なお詫びと、
共感を持った上で、測った人が役員さん方である事、その方
たちの気持ち、立場にもなっていただけないかということを、
ゆっくりとお話し致しました。

その後、保護者の方にも、全園児測りなおすことの影響に
気付いて頂いて、数名の園児さんを測りなおすという事で
ご了解を得た事があります。



この時は、いろいろと話す中から、最後には、そのお母様
から「我が子の事がかわいいあまり、色んな立場で物を
考えるという事をあまりしていなかった。私はただ、仲が
良い子より我が子が身長が低かったことが嫌なだけだった
ことに気づけた。これからも、子育てのアドバイスや
子どもの見方を教えてほしい」と言う言葉まで頂けたの
でした。

このように、コミュニケーションの問題は、１つの視点に
固執し、他の視点が取れないか、取ろうとしない事から
来る直接的な結果です。それゆえに、３つの視点に対する
柔軟性が最も大切なのです。１つの視点がうまくいかない
時は、他の視点に移りましょう。このような柔軟性のある
人間関係は、より達しやすく、長続きするのです。

どのような人間関係のおいても、変化する機会が多く
与えられるのは第三の視点です。

もちろん、第一、第二の視点でも変化は起こります。

そして、第三の視点は、他の二つの視点が与えて
くれない客観性を与えてくれます。

この視点で、古いパターンが発見され、新しい視点が
生まれるのです。多くの場合、私達は、第三の視点を
とるまで、変化する必要がある事さえ気づかずに生活し、
ただ、イライラし、身動き出来なくなっています。
第三の視点から自分の全ての問題を再検討してみま
しょう。

あなたの行動パターンはどのようなものですか？それに
ついてあなたは何をしたいと思っていますか？問題が
生じた時、もっと頻繁に第三の視点を取ったら、何が
起きると思いますか？

後は行動あるのみです。一人で難しそうだったら、
どうぞ、園長をお尋ねください。プライバシ―を語らなく
てもお話できるようにお手伝いさせて頂きます。

「人間関係を見る３つの視点」

第一の視点

“私は私である”
私の領域
私の目標
私の情熱・ゴール
私の信条・価値

第二の視点

“相手”または“あなた”
“他人の靴を履いて歩く”
共感している
“他人の目で自分を眺め
る”

第三の視点

距離をおく
客観的な立場
大局的見地
中立的な観察者

関係のパターンに気づいている

① ②

③④

①私の位置
②あなたの位置

③分離された椅子
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自分を認められるようになる為に

人のかかわりには、コミュニケ―ションが大事である事が
わかっていただけた事と思います。

コミュニケ―ションは言葉の「キャッチボ―ル」です。それ
が中には、自分が知らないうちに、言葉のボ―ルをぶ
つけ合う「ドッチボ―ル」になっている場合があります

人と人のかかわりには、言葉のキャッチボ―ルを上手に続ける
為に、自分のアンテナをいかに張っていくかがが大切なの
ですが、そのアンテナの立っている位置が正しくなければ
意味がありません。

アンテナが、立っている位置、自分に付いて知る為に共に
学んでいきましょう。

人、子どもの性格は、先天的なものと、後天的なものが
あります。赤ちゃんが生まれた日から「泣くのがけだるい」と
いうことは、ありえません。

これは、｢学習性無気力感｣といわれ、それは、育つ環境による
ものです。そういう意味では、後天的性格は、すべて、
まわりのものによる作品といえなくもないのです。
性格は育つ環境によって、大きく左右されてきます。

また、最終的には、いい人だと思われたくて、つい自分
らしさを忘れてしまう、うその自分を装うことに問題があると
いえます。

素晴らしい自分になるために、日々研鑚、努力することを、
怠っては行けませんが、努力している自分を含めて『自分
らしさを好きになる』そして、『好きになれる自分である』
事が大切だと考えます。

では、どうしたら自分が好きになれ、認められるように
なれるのでしょうか。
その事について考えてみましょう。

1、自他分離と共感

１に、人を許せるようになることですがこれは最終的に、
母子分離も含めて、いかに自他分離が出来るようになるかに
かかっています。

そして、これは子ども達の教育の根幹を成すものだと私は
考えています。

自他を信じ、愛する事が出来るには

自己決定をすると、自己責任が取れる。
自己責任が取れると自己承認が出来る。

その人は変わらない．ならば、その人をその人
としてありのまま認めて受け入れる

その人はその人 私は私、
その人はその人であって私とは違う、私は私なのだ。
その人の行動、言動はその人の責任であって私の責任
ではない、だから、その責任を私はとらなくて
いいのだ
（相手と自分の間にきっぱりと線をひく）

線をひく事によって、その人に惑わされ、振りまわ
される事もなくなる、振りまわされる事は私にとって
何もよいことはないのだから、私は、私らしく
あっていいのだ。その人はその人であって私ではない
だから、ありのままのその人を認めてもいい。
認めても何ら自分に影響もない。

相手を認められるということは、自分も認められる。
（ここで自他がキチンと分離）
自分が認められるから、自分の考えで自分らしく
生きて良いと思える。

私らしく生きる為には、自分の考えをしっかり
持つことが大切で、自分の考えが持てるように
なると、自分の事に責任を持つ事が出来るようになる。

自己責任をとれるようになると自分に自信が
持てるようになる。

自分に自信が出来ると、相手を認められるよう
になり、許す事が出来る)ようになる。

人を許せていない自信が持てない私から
許せた時、自信がもてる私になる

と最初にもどりますが、相手（他人、自分の中の自分）
を認め、相手（他人、自分の中の自分）を許す事が、
自分も認めることにつながるのです。
さて、この一連の循環の考え方の中には、教育の根幹と
なるべきものがたくさんあると私は考えます。
少し、話題からはそれますが、幼稚園の方針にある
「給食選択制」からこの「自他分離」について考えて
みたいと思います。

ゆりの樹幼稚園が子どもたちにとって一番身近である
給食を選択制にしているかは「自他分離」をし、真に自立
した子どもに育ってほしいという願いからです。



「自他分離し、共感を持つという事は、自立を意味します。
これは教育の根幹をなすもので、みんな違ってそれでいい、
貴方と私が違っている事を認めていける事が自他の区別を
つける（自他分離できる）基本です。

その事が相手の良いところも、自分の個性をも認められるよ
うになり（共感を持つ），そして、自己決断が出来るように
なる、自己決断出来ると自分に自信を持って生きていけるよ
うになり、自己責任がとれるようになる、自己責任が取れる
と、自他分離できると教育は良い方向に循環します。その事
が真の国際化にもつながる」ということがあります

今、真の国際化--―国際人として育てる、想像性のある
個性を育てる事―――大切さが言われているのは何故で
しょうか。個性を伸ばす、という事が日本の教育において
最近特に強調されるようになったのは、国際社会になって、
日本人が画一的ではなく、それぞれの個性を持った人間と
して、他国の人と付き合う必要性を強く感じるように
なったからなのです。

日本の学校教育は、画一的で、少しでも、異質なものを
排除しようという力が強すぎるのではないか、どうしても
創造性の高い人はそこに入って行く事が難しい、はねられて
しまう、だから、日本人は異文化を受け入れにくいのでは
ないかと考えます。

それはいじめにも繋がります。自分とは違うものを認め
られないからいじめが起きるのです。又、自分自身に
自信がなく、友達など周りの人間にふりまわされてしまう、
挙句に悩んでリストカットをしてしまうという自体になるの
です。

国際化、他の人を認められるようになる、いじめの撲滅、
自殺防止、創造性を身に付ける、個性ある人になる、自分に
自信を持つ、責任ある行動が出来るようになる―これら
すべての問題は共感を持ちながら、「自他分離」をし、
真の自立をすることによって、解決すると私は考えて
います。

「自他分離」ができ、相手も自分も認められるという
共感の姿勢が真の自立につながります。

なぜなら、自他分離がつかなく、共感があるのは「ただの仲
良し」、これで共感がなくなるとすぐに裏切られたと
いって「孤独」に陥り、自他分離があっても共感がないと
「孤立」におちいります。

「自他分離」があって共感があるところに初めて自他共に
尊重出来る「真の自立」があると私は考えています。

そこで、まずは、子ども達にとって、一番身近であり、毎日
接する食事を選択制にしているのです。少なくとも、
この事で、本園の園児たちは基礎的な日常の考え方がすでに
「自他分離」出来ているといえるのです。そういう意味で、
本園の園児たちはすでに心のキャパシティの広い子どもに
育っていっているわけです。

こういう深い意味がこめられているので給食一つを
取っても、本園では、こだわりを持って取り組んでいる
のです。

それぞれに違っていい、それを認めてあげることは、
とても素晴らしいことです。但し、これは、共感があって
初めて成り立つのです。

それぞれが違っていいのだから、我が子さえよければいい、
というのでは先に述べたように共感は得られず、「自立」で
はなく「孤立」です。

又、まだ、低年齢の子ども達には、３．４．５歳児なりの
許容範囲があります。お弁当のなかにお菓子が入って
いるのは許容範囲ではありませんが、遠足のおかしが
それぞれ違っていること、給食か、

お弁当か、またそれぞれの中身が違うのは本園の園児には
理解出来、許容範囲でしょう。規律の中の自由では、
窮屈です。しかし、自由の中には必ず、規律が必要です。
自由だからこそ、自らの規律が必要になってきます。

自由の中の規律、放任や奔放ではなく、自分で選択できると
いう自由感を持つことの大切さ、自由と規律のバランス、
その事も給食指導を通して子ども達に学んでもらいたい事の
ひとつです。

ゆりの樹幼稚園の教育が今、何故このようになされて
いるかを、十分ご理解頂けたら、解決できる事が多いと思い
ます。自分も他人も認められるという共感の中にあって、
きちんと自他分離が出来るところに「真の自立」の教育が
あると考えます。

『自他分離』と『共感』について、ご家庭でも今一度考える
機会を持ってみていただけたらと思います。

２、自信をつけること

次に、どうしたら自分を認められるようになるかの２番目
です。
それは、自分に自信をつけることです。
その為には、人がやらない苦手な事をする、自分が得意に
なれる事を、こつこつと続ける事です。

１回目では自慢でもその内、自慢ではなくなりますが、
続けているとそれが当たり前になり、自慢でなくなった時
初めて自信に変わります。まず、趣味でも何でもいい、
行動で自信をつけることです。

私も、お誕生コールを始めて、最初の1年は、自分でも
良く続けられると自慢でしたが、保護者の方の間ではそれが
あたりまえになり、他の幼稚園の園長先生からはとても
真似が出来ない、良くするねと言われ、その熱心さを
なかば、関心され、なかば、あきれられるようになって
ようやく自信になりました。

自信（つまり相手も認め、自分も認められる）とは、
いかに行動したか、何を行動したかであると
思います。

自信をつけると、反対に又、自分のコンプレックスも
見えてくるようになりますが、自分のコンプレックスに
気づけた人は、より一層人を許せるようになり，より謙虚に
なれるのです。



3、自分の中のもう一人の自分を
認める

３番目に、いかに自分の中のもう一人の自分を認められる
ようになるかについてです。

その答えは「私の中の『私を認めて』という自分がいると
いう事を認める」という事です。本当に深いレベルで
『自分を知り、自分の中のもう一人の自分を認める』と
いう事ができた時、自分を認められるようになるのでは
ないでしょうか。

このことがいかに困難な事であるか、そして、いかに大切で
あるかという事を私は、心理学の研修で身を持って体験
しました。

自分の中のもう一人の挑んで揺さぶりをかけてくる自分を
認める、自分がどこにいるのか、そしてどこに行こうと
しているのか、自分を知るという事は、とても難しい。

「認めて」ということは「私を認めないあなたを認めない
」と伝えていること。だから「認めてほしいけれど、認め
てくれないなら、それは残念」と受け入れる事。「私を認
めて」という私がいる事を感じ、その自分を嫌い、排除
したいと思うのではなく、とても愛おしく思い、挑んで
くる「認めてという私」を認めて、認めるだけでなく「受
け入れて」､その二人の私が一体になって、すっぽり自分
の中に居心地よくいることを感じた時が本当に自分を
認めた瞬間です。

１、自分のパターンに気付けば別のパターンを
見出す事が出来る

2、自分の人生、行動は自分で決められる事。

3、その決定はいつでも変えられること。

４、全てに柔軟性があることが大切である。

５、その人の存在は100％素晴らしいものであり、
行動だけが駄目である。人の存在は認め、行動
変化すること。

6、人は自分の感情に責任を取ることが
出来る事。

7、人生にて不必要な経験はない。全ての経験は、
次に活用できる。

8、行動しないで後悔するより行動して反省する。
選択する事は、何も選択しないよりいい。

9、ある成功のなかには良きモデルがあり、それを
学ぶ事が大切である。

もう一人の私と戦っている間は苦しいけれど､自分の中で
矛盾している二人の自分は両方とも自分にとって必要だったと
受け止め、手をつなぎ抱きしめた時に、とても楽になるの
です。

自分の中の嫌いな部分があったからこそ、今の自分が
あると嫌いな部分に感謝できた時、本当の
自己受容がきます。

その時、全てが､何か大きなものに包まれている安心感と
安定感を感じることが出来ます。そして、自分の中の嫌な
部分もありながら、その自分を嫌わずに「それが私だ」と
自信を持って行動できるようになるのです。

下記のように、私は、学んだ発達心理学の12のことわざより
まとめて
います。

結婚でも「幸せにしてね、」ではなく「私が幸せと感じる
から、あなたも幸せを感じてね、」という事が大事なのだと
思います。

要は、どんな苦難、状況であれ、自分が幸せで
あるか、幸せと感じるか否かは自分次第であると
いう事なのだと思います。

10、人には、誰にでも問題解決をする能力が
あること。
必要な事は、それを、適時、適材で使うことで
ある

１１、失敗は存在しない。フィードバックがある
のみである。

１2、課題を達成可能な小さいサイズに分ければ、
必ず何かを達成できる



不思議なポケット
子育て心理学10

その他の学び

行動療法とは反応と刺激で
行動を見ていくオペラント法です。

行動療法には原理原則があります。それは、プラスの行動
があったときはプラスの強化刺激を与えて、マイナスの
行動があった時は、マイナスの強化刺激を与えること
です。

プラスの強化刺激とは、注目する、誉めること、
スキンシップ、微笑む、言葉をかける、マイナスの
強化刺激とは、無視すること、しかる、拒否、にらむ
等です。

そして、この原理原則を知ったときは、まさに、「目から
うろこ」こんなアカデミックな研究で、こんなことが立証
されていたのかと感動したのです。簡単ですが、
これがなかなか、私達大人は、子どもに対して出来て
いないのです。

①おもちゃを放さなくて困っているという事例に
当てはめてみましょう。

おもちゃを放さないというのはマイナスの行動ですね。
ではプラスの行動はといいますと、おもちゃを 放している
ときです。いかがですか。行動療法の原理原則に
のっとって行動すれば、おもちゃを放しているときに、
注目して、誉めてあげる、おもちゃを放さなくて困って
いる時には、無視をしておけばいいのです。

実は、私たちは、反対の行動をしていませんか。おもちゃ
を放さなくて困っている時に注目してしかって、おもちゃ
を放しているときには何もいわない。これでは、おもちゃ
を放さないという行動を強化してしまっているのです。

では、どうすればいいかというと、子どもをじっと観察し
ていて、少しでも、おもちゃを放した時があったらその
瞬間を見つけて、『おりこうだね。ちゃんとできるね』と
前から、しっかり目を見て誉めてあげるのです。

②指しゃぶりに当てはめるとどうでしょう。

無視をしていようと思ってもつい『やめなさい』と
出てしまうことがあるかもしれません。これが弁別刺激
です。でもその直後の瞬間を見逃してはいけません。
いわれた直後止めたのなら、すぐその瞬間を捉えて
『ほめる』という強化刺激をくっつけておけばいいの
です。やめなけれれば無視をしておいて、でも、目の端に
は入れておいて、指しゃぶりをやめた一瞬を見つけて、
プラスの強化刺激をくっつけるのです。

この原理原則にのっとって実施すれば、良くならなく
ても、絶対に悪い方向にはいきません。

そして、その子どもの育ちも考えなくてはいけません。
いつも無視をされているような子どもは、しかるという
ことさえも、注目されるというプラスの刺激になって、
今やっている悪い行動が強化されて注目してほしくて
どんどん悪くなるのです。

両親の関心を得たくて、非行に走るなどは、この典型です。

ですから、大人が、どういう強化刺激を与えるかは、
子どもの次の行動が決めるのです。子どもが行動する
前に、先に先に手出し、口出しをすることが困るのです。

赤ちゃんが生まれたときから、「けだるい」とか、「したく
ない」という気持ちをもって産まれてくるわけではありま
せん。つまりは、人間の行動は、すべて産まれた時から
周りを受けて形成された行動なのです。ですから、
いけない行動があったら行動を形成しなおすこと、出来な
かったら行動を形成していけばいいというのが、行動療法
の方法です

これは、幼児期にとても効果のある療法です、なぜならば、
大人になればなるほど、行動だけでなく、その人の考えや、
思い込みを変えないと行動が変わらないということが出てくる
からです。そうなると行動療法だけではだめで、認知行動療法を
使わなくてはいけませんし､それでもだめなら、精神分析も
必要になってくるわけです。

指しゃぶりのような場合は、同時に行えないような行動を
プラスで強化して、マイナスの反応を下げていけばいいのです。
例えば、指しゃぶりと同時に出来ない、絵をかくとか指遊びを
するという行動を、注目しないわけですから後ろから、
（これが大切．前からおこなったら注目のﾌプラスの刺激に
なって指しゃぶりの行動を強化してしまいます）そっと手
もっておこなう、そして絵を書き初めた、指遊びをしたその
瞬間に、前に回って、目を見て、指しゃぶりしていないね、
すごいねといってプラスの強化刺激をいっぱいつけてあげて
おけばいいのです

③洋服が一人できれない子どもは、どうするか

後ろから（これが大切．前ら手伝ったら注目のプラスの
刺激になって出来ない行動を強化してしまいます）そっと
手伝う、出来たら前から,目を見てほめて、プラスの強化
刺激をくっつける。
そして、後ろから介助する程度を少しずつ減らしていくのです。
最後には、自分で着ることが出来るようになります。

④トイレットトレーニングが出来ない子どもは、

もうお分かりですね。後ろからおまるに連れて行く、無視か
誉めるかは、子どもの行動次第、誉めるときは前から、契約を

破ってはいけません。理屈は簡単、原理原則にのっとって、
プラスにはプラスの強化刺激をマイナスにはマイナスの
強化刺激を与えるのです。オムツにしかウンチが出来⑤から
ほめておまるやトイレでウンチをするという行動を形成して
いけばいいのです。
キチンと随伴性にのっとってやれば、必ずやれるようになり
ます。少なくとも悪化することはありません。だから我慢
強くやるのです。

⑤小学校に入ってから、ランドセルを机に片付け
ないというようなことが起こったときはどうしましょうか。

どういう弁別刺激を与えて、小さなプラスの
行動を見つけて、それをプラスの強化刺激にするか考えてみて
ください。もうおわかりとはとは思いますが、ここで、覚えて
ほしいのは、「強化刺激はすぐ前の行動にくっつく」ということ
です。
ですから、弁別刺激を与えて、プラスの行動を促してそれを強化
しようと思って、外から帰ってすぐに弁別刺激としての『どうし
て片付けないの』といってしまうと、すぐ前の「家に帰る」とい
うマイナスの行動を刺激してし・ﾜって『家にかえらなくなる』
と言う事になるわけです。

●行動に視点を当てた行動療法●



『おかえり、かえってきたね｡おりこうだね｡』といって
帰ってきたことをプラスに強化してから次に移る必
要があるのです。この言葉が『私メッセージ』―相手の
行動を言うのではなく、私がこう感じるということを
いうーを使って行われれば、もういうことなしですね。

これがマイナスの行動はプラスの行動に、焦点を当てると
いうことですね。行動療法については、事例はいくつでも
出てきそうです｡

友達と遊べない、自分の思ったことがいえないで、手が
出てしまう、など。今まで、私がこんなに頑張っている
のに子どもが変わらないと思っていた方も多かった
ことでしょう。プラスと思っていたことがプラスでは
なかっただけなんですね。これから、努力の仕方が
変わってくると思います。

すべては､刺激のあり方と反応によって決まってくる
のです｡これが行動療法のオペラント法です。

⑥長女の話と原理原則について

長女が夜遅く帰ってきた日のことです。「お母さん、心配
で、胸がつぶれそうだったよ」というと、娘は泣き出して
「初めて高速道路を100キロ飛ばして帰ったきた。高速度
悪露にはカメラが付いているらしい、警察が来たらどう
しよう」というのです。私はその時こういいました。
「いってくれてありがとうね。もし警察が来たら100キロ
も出して無事に帰ってきたのだから、その方が大事、と
言って追い返すからね。大丈夫。」娘はいまだにあの時の
ことが嬉しかったといいます。
もし「今まで何していたの。こんな遅くまで」などと
怒っていたら、プチ家出になるか、そこまでいかなく
ても、何が起こったか、何が不安にさせていたかさ
え聞けずに、終わっていたことでしょう。

●行動療法の原理原則による言葉かけの変化●

心配して怒りたくなることは当然ですが、怒ってしまって
は、本当の親の気持ち「心配でたまらなかった」という
気持ちは伝わらないのです。だからその気持ちだけを
伝えて、静かに事情を聴けば、相手も落ち着いてきます。
これは先に書いた私メッセージも繋がります。

コミュニケーションは、「自分がどういったかではなく
相手がどう受け取ったかがすべてなのです。だから
相手が気持ちよく受け取る為には、その言う時と
タイミング、いい方、量と相手の気持ちに気づくこと
が大切です。
この原理原則と、先にお伝えしたリフレーム、私
メッセージを交えたコミュニ―ションの図を作成しま
した。それが、下記の図です。

この良い行動の時は、私メッセージという自分の嬉しい
などの良い感情を添えてしっかり承認する。
良くない行動の時はあえてみてみぬふりをする。

良くない行動の時に、「強く叱るなどの相手の行動の悪い
ところに焦点をあてて言う「あなたメッセージ」では相手
は切れてしまいます。

そして良くない行動の時に何も促さなければ、
子育ても、教育も出来ませんからどうするかと
いうと、悪い行動をリフレームして、肯定的意図を
見出して、そこに「私メッセージ」という刺激を
与えると、よくない行動が、よい行動へと改善して
いくというコミュニケーションのあり方です。

例えば友達と喧嘩した行動には「自分の気持ちが言えてよ
かったね。」とリフレームし、「気持ちを伝えようとして
くれたのがわかってそれは嬉しいよ。と伝え、「このまま
でいい？」と次の行動へのステップを促すコミュニ
ケ-ションの在り方です。



●自分の思い込みをなおす方法

思い込みの思考の名前を紺色、具体的に考えてしまうことを黒色、

その時使いやすい言葉癖を赤、その思い込みから脱する方法を紫色で表しています。

(ア)完全主義思考―物事を黒か白かで考える思考法。
少しでもミスがあれば、完全な失敗と考えてしまう。

言葉癖には「ぜんぜん、まったく、完全に」がある
欠けているものではなくあるもの、良いことを見る

(イ)過度の一般化―たったひとつの悪いことがあると世の中すべてこれだと考える。
言葉癖には「いつも」
いつもではない、そうではない時を発見する

(ウ)心のフィルター―たった一つの良くないことにこだわってそればかりくよくよ考え現実を
見る目が暗くなってしまう。

言葉癖「どうせ」
マイナス面ではなく全体を見る

(エ)マイナス思考―なぜか良い出来事を無視してしまうので、日々の生活が全てマイナスに
なってしまう。

言葉癖「でも」
良いものを良いものとして素直に受け取る。「でも」を「そして」に変える

(オ)結論の飛躍―① 心の読みすぎーある人があなたに悪く反応したと早合点してしまう。
言葉癖「違いない」
相手の心を憶測しない

② 読みの誤りー事態は悪くなるに違いないと決め付ける。
言葉癖「できっこない、～に決まっている」
プラスをイメージする、出来たことを思い出す

(カ)過大評価と過少評価―自分の失敗を過大に考え、長所を過少評価する。
逆に他人の成功を過大に評価し、他人の欠点を見逃す。
双眼鏡のトリックとも言う。
人は自分が最も持っていないところをあるように振舞う。
言葉癖「皆が、誰も 」できていない時「できています」と言う

大げさに考えない 今の自分の気持ちに気づき正直になる。等身大の自分を見つめる。
過剰に反応しない、自分の感情に気づき受け止めることで自己をコントロールする
(キ)感情的決め付け―自分の憂鬱な感情は現実をリアルに反映している。と考える。

こう感じるのだから本当のことだと思い込む
感情と事実を区別して考える

(ク)べき思考―物事が自分の期待の水準であるべきだと自分にいう。
自分に向けられると、罪の意識を持ちやすい。他人にこれを向けると怒りや葛藤を

感じる。
言葉癖「すべき、ねばならない」

そうであれば言いと言い換える。するべきなのは息だけ、それ以外は自分がしたいかあるのみ
(ケ)レッテル張り―ミスをおかした時に、どうミスをおかしたか考える代わりに自分にレッテルを

貼ってしまう「自分は落伍者だ」、他人が自分の神経を逆なでした時には「アノろく
でなし」等とレッテルを貼ってしまう。そのレッテルは感情的で偏見に満ちている。

言葉癖「馬鹿、のろま、どじ、ぐず」
レッテルをはがす、そのような言葉を使わず良いところに焦点を当てる。のろま→確実にする

人
(コ)個人化―何か良くないことが起こった時に、自分に責任がないことも自分に責任があるように

自分のせいにしてしまう。
言葉癖「私のせいで」

他の要因を探す 場が盛り上がらない時→場が盛り上がらないのは私のせいとは
限らないから自分を攻める事はない、と考える。



●過去、未来、連合、分離の図●

●過去、未来、連合、分離に分けて思い込みから脱する方法●

人は考えたり、感じたりする場合、分離する時、連合する時、また、過去に留まる時、未来に行きがち
な時とあります。その4パターンを図にすると下記のようになります。

連合とは、感情的、私の視点です。あたかもその体験を、再び体験しているように感じることを連合といいます

分離とは観察、客観的視点です。大きな視野で自分を見る、距離がある、行動のパターンを見る状態を言いま
す。

連合型の人は、過去にも、未来にも連合やすいので、過去に連合しているときは後悔し、未来に連合していると
きは不安になります。その悩みから脱するには、分離することが大切なのです。

過去に行きやすいい人は、過去から何が学べたか、過去に学ぶとは、その辛い、嫌な過去があったから
こそ、現在の私があると、今のよかった探しをすることです。

未来に行きやすい方はその不安があるからこそ、将来を展望し、しっかりと計画をすることが、今、行動変化
することですね。

自分が悩んでいるとき、今、自分がどこにいるかに気づくと、自分の気持ちを理解しやすくなり、どの
ようにすれば、その悩みから脱することが出来るかがわかります。

それができた後に、もう一度、過去の連合に戻り、その過去と、体験をしてきた自分を受容する為に必要
な考え方がTDサーチ、未来の不安があるからこそ、今の良かった体験を未来と今に持ってくるアズイフの
体験をすると、自他受容ができるようになるという考え方です

今、ここ



●５つの過ぎたるかかわりを知ることで悩みから脱する方法●

生まれてきた時から、過干渉や、過期待の育てられ方をした、子どもはどうなるのかの話です。

5つの過ぎたるかかわりとは、一言で言うならば、

保護とは、 子どもが望んでいることを、望んでいるときに、望んでいるだけ与えること、

過保護とは、 子どもは望んでいるけれど、子どもが自分でやろうとすれば、十分できることまで、

安易にこちらが手を貸してやってしまうこと、

過干渉とは、 子どもが望んでいないことやりすぎたり、やらせすぎたりすることです。

過期待とは、 子どもが自分に期待するのではなく、子どもが出来る以上に親が望むこと、

過放任とは、 子どもが望んでいる以上に放任する事、

過許可とは、 子どもが望んでいないのに許可を与えること、

要するに、子どもが、そのことを望んでいるか、望んでいないか、がチェックポイントです。

だから、親の肌感覚、感覚の鋭敏性がここでも大切になってくると思うのです。

「過ぎたる親のかかわり」を「成功する子育ての条件」の本の中では、このように述べています。

①過保護とは、その根底に親の気分や、都合を優先させすぎる傾向があり、愛の押し付け、いわば、

愛の一方通行となっているのです。具体的には「手のかけすぎ」となって現れます。その結果、最

後まで自分でやり遂げたという「成就の喜び挫折の経験」の両方が少なくなります。うまくいかな

ければ、すぐ人に頼むような依頼心（依存心）の強いわがままの子になってしまいます。

②過干渉とは、子どもに対する信頼感の不足が根底にあります。未発達であっても、一人の人間と

して信頼することが、人間関係の基本であることに気づいていません。更に、過干渉傾向の親は、

神経質で、つい結果が気になってしまいます。具体的には、口の出しすぎとなって現れます。多く

の場肝心なところで口を出すために、自分で選んだり、決めたりする体験が少なくなります。

その結果、選択と決断の出来ない、人のせいばかりにする集中力のない子になってしまいます。

③過期待とは、先のことばかり、気になり、実態にそぐわない考え方が先行しすぎる傾向が根底に

あります。さらに、この子のおかげで、親という役割を持てることに感謝する気持ちが低下してい

ます。具体的には「期待の掛け過ぎ、ほめなさすぎ、できて当たり前」となって現れます。

その結果、子どもは今の自分ではだめと思い込み、次第に自信のない無気力な方向に進むことになります。

④過放任とは、根底に愛の不足と親としての義務の放棄があります。「そんなこといちいち聞くん

じゃない、勝手にしろ」というような対応です。具体的には任せすぎ、手抜きのしすぎとなって現

れます。愛と注目の欠如は乱暴で冷淡、自分勝手な子になってしまいます。

⑤過許可とは、根底に親としての認識不足による信頼の与えすぎと、親の義務の放棄があります。

具体的には「許可の与えすぎとお金の与えすぎ」となって現れます。共働きの親が祖父母に子ども

を見てもらっているケースに良くあります。その結果自制心や忍耐力のないわがままな子になって

しまいます。

この5つに共通する特徴の第一は、愛と注目、承認の不足や欠如、二番目には選択や決断の大部分に

親がかかわり、「授受の喜びや挫折の体験」が少ないことにあります。

三番目には、否定、支持、命令、禁止、比較、差別、無関心などの態度が言葉となって現れ、受け手の子ど

もには、不快な感情が習慣化しやすいのです。



●ゆりの樹が大切にしている子どもへの言葉かけ●
1、★四つの態度と四つのキーワード★
★ペーシング・マッチング・ミラーリング・バックトラック
Ａ，「喜」ワード 愛のある言葉

言われて嬉しい言葉、ほめ言葉、素敵な明るい挨拶
大好き、すごいね、ありがとう、優しいね、かっこいいね、とくいなんだね、がんばったね、
良くやっているね、がんばってる、がんばってる、ＯＫよ、いいね、ファイトね、上手になったね。
えらいね、弟妹の名前を言ってあげる、家族の素敵なところをいってあげる、

Ｂ，「気」ワード 未来に勇気が出る言葉
気持ちがぴったりする言葉、共感する言葉。その時期に応じた言葉

嬉しい、楽しいね。悲しいんだね。つらいの。苦しい？元気だね。一緒に頑張ろうね。
無理しないでね、無理なら言ってね、同じだね。大丈夫？がんばらなくても、いいんだよ。
がんばらなかったらどうなるの，いつでも待っているからね。
応援しているね。楽しみにしているね。教えてくれると嬉しいです。ごめんなさい。そうだね。

Ｃ，［輝」ワード 未来に夢が持てる言葉
子ども自身が輝く言葉、達成感を高める言葉、目標を持てる言葉、具体的に行動できる言葉

それでいいよ、その調子、すごいね、すてきだね。喧嘩した時、けんかしたらだめ→お手手に口が
あったらなんと言うかな。お手手はなんて言っているかな。今何を感じている？あなたはどうしたいの、
あなたはどうなりたいの、自分できめていいんだよ。自分で決めようね。一緒に謝りに行こうね。
そばにいるから大丈夫よ。いつも見守っているからね。

Ｄ，「危」ワード 未来の希望に繋がる言葉にかえる
子どもに言ってはいけないＮＧワード 指示、命令後、否定語→肯定語

人の悪口 あなたは～してくれない→小さなことでもしてくれたことを思い出す
いつもおそいよね、→早かった時、できた時を思い出して言葉を発する
廊下ははしりません→ゆっくり歩こうね。忘れないで→もってきてね。
だめです。→どうしては使わず、どんなところがだめなのか、周りが困るのか具体的（5Ｗ1Ｈ）に話す、

いつ、どこで、だれが、どれを選んだら、どのようにしたら、いいか話す、
話す場所も選ぶ、命にかかわるとき、法律に反する時は使ってよい。

なぜするの→どんなところでそう感じたの、どんなことでそうしたの（ＷＨＹは使わない）
でも→「そして」にかえる。 あなたは優しい、でも、これからは強くなろうね。

あなたは優しい、そして、これからは強くなろうね。
うん→ハイ、ええ はあー、ひえー。ふーん、へー、ほー→あいうえおの言い方へ
あーそうなんだ、いいですね。うーん、なるほどね。えーすごいね。おーがんばったね

2、クッション言葉 ごめんけど、よかったら、あとでいいから、迷惑かけるけれど、してくれたら
嬉しいんだけど、わからないので、助けてくれるかな、

３、命令形＋依頼 いまして、←いま大丈夫かな。たのんでもいいかな

４、否定形→ クッション言葉＋肯定＋具体的に できません←あと３０分したら半分はてつだえるよ

５、フレームを変える
泣いた→涙がこぼれてしまったね らんぼう→とても元気がいいね
漏らしてしまって→トイレが間に合わなかったのかな わがまま→、意欲、興味があるね
ぼーとしている→、内側に感性が育っている 園に慣れない→家と違うところがわかる、

しっかりしている
離れられない→おかあさんが愛されている証拠 しつこい→最後まであきらめない、

根気がある
執着する→大切にする心がある 飽きやすい→興味関心が高く、色々な

体験ができる
冷たい→洞察力がある、感覚が鋭い、 暗い→おだやか、しずか

見る目がある、客観的
のろま→おっとりしている、ゆるがない、あせらない

6、自分と相手に線を引き、相手に振り回されず、冷静になる心の中で自分にいう言葉

①「あなたはあなた、私は私」 ②それが何か？ 私は自分で決める ③必ず、うまくいく、今が最高

．
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ゆりの樹幼稚園の教育理念から



『●ほめ上手』への６つのステップ●

１、ほめるとは、「好きだな」「いいなあ」
と思ったことを素直に口にだすこと

２、自分をほめることから始めよう

３、自分を好きになれば、もっと素直に
ほめられる

４、自分に都合のいい時ばかり相手をほめる
とお世辞やおだてに聞こえてしまう。
その人のためにほめよう

５、見返りを期待しなければ、もっと
自然に褒められる

６、ほめられたら、その気持ちだけ
有難く受け取ろう

「幸せの循環」をぜひお試し下さい。

自分をほめる

↓

自分が大好きになる

↓

自分の気持ちが素直に出せる

↓

人をほめる

↓

ポジティブな気持ち

↓

自分も人も大好きになる

↓

気分はハッピー

↓

素敵な自分 ↑上にもどる

いいね！素敵だね！ 大好き！

●命令語や否定語が人を苦しくする理由●

●「私のことわかって」の心●
私はこんなに苦しんでいる、私のこと分かってと落ち込む
→私は落ち込むほど頑張っている→私は悪くない
→悪いのは周り→理解してよと無言で相手を攻めている
同じく「愛して」も→私を愛さないあなたを愛さない、認めない

「認めて」も→私を認めないあなたを認めない
「見捨てないで」も→私を見捨てるあなたを私は見捨てる
「優しくして」も→私に優しくしないあなたに優しくしない、認めない

脱する方法→まずは自分が相手を受け入れていないことに気付いていなく
落ち込むことで、暗に相手が悪いと人を攻めていることに気づく。
そして、雰囲気、人間関係が悪くしている
命令語は否定語なのです、だから嫌な気持ちになるのです。

「私のことわかって」と人前で落ち込むのではなく、「愛して」「認めて」「優しくして」と
そう感じたら、まずは、自分から、理解する、わかろうとする、自分から愛する、
一旦、相手の気持ちを受け止める、受け入れる、認める、例えば「そうか、私のことを認めてくれ
てないのね。それは残念だけど、私は受け入れるね、そしてあなたのことを認めているよ」と思う。

「見捨てないで」と感じたら、自分から絶対相手を見捨てない、自分から優しくすると
決意することが大事だと思うのです。だから肯定語、依頼系の言葉を使いましょう。
自分からまずは、認め、受け入れ、愛し信じましょう。一生懸命努力して、それでも
ダメな時は縁がなかったとすっぱり諦める、手放すことも一つの方法です。

●肯定語や承認の言葉で自分を向上させる方法



●私の強みのリスト●
私の強みは です。

一日3個書いてみましょう

★自信や勇気を失ってしまった時は自分の強みを発見し、自覚しましょう。

●感謝のリスト●
私は に感謝します。

一日5個書いてみましょう
★信頼や謙虚さを失ってしまった時は、人にしてもらった事を思い出し感謝しましょう

●私の生きる価値リスト●
私は の価値に沿って生きたいです。

1年に1回100個ずつ書いて10個選んでみましょう。
ちなみに、私の生きる価値がゆりの樹幼稚園の教育理念になっています。

1、いいところに焦点を当てる 2、謙虚 3、正直 4、感謝 5、柔軟性 6、勇気
7、自己責任 その根底にあるもの 1、愛 2、気づき 3、自他受容の10個です。

★生きる意味、生きる方向性を見失った時の為に書いておいて確認しましょう。

●私のストレス解消リスト100●

一度100個とりあえずなんでも書いてみて、一日一つづつやってみましょう

●嫌な気持ちを吹き飛ばす方法●

1 自分の不快な感情に気づきます。

2 自分の不快な感情に名前をつけます。

3 あらゆる方法で自分の感情を感じます。

4 感情がボールの中に入っているのを想像します。

5 ボールを思い切り小さくし、自分のもとから遠くへ、遠くへ自分の好きな掛け声と

共に飛ばします。

●とても良い気持ちになる方法

1 目を閉じて、楽な姿勢で呼吸のリズムにきづく。リラックスするまで。
2 開かれた窓にたっていることを想像して、窓から、きれいなシャボン玉が、入ってくる
ことを想像します。その中には懐かしく、心地よい景色・音・言葉・感覚があります

3 シャボン玉はだんだん大きくなり、あなたより大きくなります。
4 さあ、シャボン玉の中に入りましょう。ゆっくり心地よさを落ち着くまで感じましょう
この中にいる限り、誰にも、何にも傷つけられることはありません。

5 あなたはこのシャボン玉をいつでも創ることができます
6 しゃぼん玉を小さくして、いつでも取り出せる場所に直しましょう。
いつでも、どこにいても、この空間を手にいれることができるでしょう

●書くことで自分を前進させる方法●



「頑張る」とはどんなことでしょうか。 誰かに負けまいと

頑張っていますか。何かをあきらめないと頑張っていますか。
何かのことで、弱音を吐かないと頑張っていますか。誰よりも
強くいようと頑張っていますか

『刑務所にくる人は、自分が弱いと思ってあるそうです。
そして弱いことはいけないことだと思っている、弱い自分は
だめだ、だめだと思ってある』そして、『弱い自分はだめだ、

強くならなければと、頑張って、頑張って、我慢して、
我慢して一人で、生きてきた人が多い』そうです。

『人は、時として、我慢することが一番大きな問題になる、
そしてストレスになる人は、何倍も何倍も我慢して、我慢して

生きてきた人。
もちろん、一人で自分の意思を貫くことは大事。そして、同時に
それは、他者の援助をもとめないで、頑張って、頑張ってしまうこ
とになる。一人で頑張ろうとすることが大切な側面があって、
同時に一番危険なことは、誰にも何も言えず、我慢して、一人で

頑張ること』

もちろん、「言えない」のではなく、「言わない」ことを
決めて生きていく人もいるでしょう。
それは、その人が決めることであるけれど、それは、やっぱり人
とのつながりは薄くなります。

『だから、頑張るということは、一人で頑張るのではなく、
人にかかわって、人に支えられる、そして同時に人を支える
ことが本当に頑張るということである』

『人は一人では生きていけない。人間は弱い。弱いとはどんな
ことかと考えると、弱いの反対は強い。

強い人は、弱音を吐かないとか、我慢強いとかいうけれど、

もちろん、我慢強いことは、大切なことであるけれど、我慢
するというところには、抑圧するという意味もあると思うの
です。

抑圧するということは、感情を押し込めて、我慢するという

ことです。我慢するということは誰にも言わないので、人との
つながりはありません。

自分の気持ちを素直に言って、誰かに聞いてもらう、援助しても
らう、自分が苦しい時・気持ちをわかってもらえた時の喜びの

体験が人の心を育てるのだと思う』

そして、しっかり吐き出して、受け止められて、楽になっ
て、助けてもらったなら、これからは、助けること、支え
ることもできるはず。

そうして、自己肯定できて、自立した人は、「いつでも
頼っていい」ことを知っているから、その安心感の中で、
一人でも凛として生きていけるのかもしれません。

自分は弱い、自分はだめだ、だから頑張らなくては、我慢
しなくては、そして、人にたよってはいけない、一人で
頑張ってしまう、このことが悪循環を生むのでしょう。

自分の中のだめな部分、嫌いな部分、失敗したことを人に
伝えることができて、その上で、「そう、つらかったね、
私にもあるよ、わかるよ、大丈夫だよ。わからないことも
あるけれど、わかろうと努力してるよ」と自分の気持ちを
受け止めてもらえた時の「ほっ」とした気持ちが人の心を
育てるのです。

–人を育てるとき、目に見える教育、行動変化を促すこと
だけでも難しいですが、心を育てることは、もっと難しい
です。

だからこそ、その為にも、まずは気持ちを吐きだす
場所や人を見つける、次に気持ちを吐きだす勇気を
持つ、行動として吐き出すことができる、そして、
最後にその気持ちを受け止めてもらえる体験をする
ということが大事なのです。

辛い時、苦しい時、助けを求められる人であって
ほしい。人間は、皆、弱い、弱いからこそ人に
頼って援助を求めて生きていく。たとえ、だめな
自分と思われても、何らかの形で、気持ちを伝える
ことができれば、そこに人と人とのつながりが
生まれるのだと思います。

『人に求めなかった人は、モノに頼る。モノは、
満足できないので、もっともっととなる。そして、
犯罪につながっていく』 のだそうです。

●頑張るとは・・・頑張りすぎない方法●



今はやりの覚せい剤や、携帯中毒、買い物中毒そうかも

しれないですね。そして、『万引きをする子どもは
「ちょうだい」が言えない』のだそうです。

人は、ストレス、寂しさ、情けなさ、苦しさ、悲しさ、
辛さを吐きだして、人にどんな最低の自分でも
「辛かったね、大丈夫」と受け止められた時、本当の
生きる勇気がわいてくるのだと思います。

だから、ゆりの樹の教育方針にあるように、
子ども達だけでなく、私たち大人が、どんなことも、
「わからないことがあれば、分からないから、
教えて、助けて」と正直に聞くことができる、

そして、その時の時自分の気持ちを素直に「ごめんな
さい」と伝えることができる。
「だいじょうぶ？」「大好き」「ありがとう」と正直に言って
くれたことを受け止めあえる集団、感謝と愛と勇気を
持って信頼しあえるそんな仲間や家族でありたいと私は
思います。

本当の人間に育つためには、『人とのかかわり』が一番
大切ですね。

だから、集団教育が必要なのですね。人と人との間で、
生きていくことができることが、本当の社会的動物、
人間になることですね。人間教育の基本になる、幼児
期の教育を預かることの大切さを感じます。

『頑張るということは、我慢して、一人で頑張るのでは
なく、人にかかわって、人に支えられて、同時に人を
支えることが本当に頑張るということである』

「頑張るとは一人で頑張らないこと、皆で支えあうこと」
人間は「人と人とのつながり」があるところで本当に
頑張れるのだと思います。

孫が生まれた時、贈った言葉があります。

「あなたが生まれた時に、あなたは泣いている。
そしてまわりの人は笑っている。あなたがこの世を去る
時、まわりの人はみんな泣いている、そして

あなたは、十分人生を生き抜いた、満足ですと
にっこり笑っている、そんな人生を歩みなさい」

私たちは、この命のつながりの中で、人と人のつながり

の中で、これからどのように生きていくことが幸せに

つながるのでしょうか。苦しくても、辛くても、

悲しくても、逃げないで、むしろ、そのことでこの

人生で神様は私に何を学べと言っているのかと、自分の

その後の成長を楽しみにしながら、生きていく事こそが、

人生を生き抜くことに繋がるのだと思います。

そして、人を受け止めて、人に受け止められて、人と

かかわりながら、生きていくことが人を幸せにするの

だと思います。「幸せを感じながら生き抜く力」が大切

ですね。

人がどう思うかではなく、自分がこうありたいという姿を

生き抜くこと、それが、結果として素敵な人とまわりが認知

していくようにもなるのでしょう。今、自分の本当の姿は

こうありたいと願う姿ではないかもしれないけれど、それを

願って、そのように生きていたら、そして一生そう生き

抜くことができたら、どんなに自分のことをだめだと

感じている自・ｪがいたとしても、それが、その姿こそが

本当の自分なのだと思います。

「苦しんであがいたからこそ、そして苦しみさえも自分の成長

ととらえ、人生を味わう、楽しむことこそが、私は人生を

生き抜いた」と、最後を迎えた時に、安らかに眠れるのでは

ないでしょうか。人生を生き抜くとは、人がどう評価

するかではなく、自分がどう生きたかなのではないで

しょうか。そして、どう生きたかは、人とどうかかわって

生きたか、なのかもしれません。

人の目を気にして、評価を恐れて、頑張りすぎないこと、

その為に大切なことは、ゆりのき幼稚園の教育理念、自分が

どうしたいのか、どうなりたいのかを大切に生きることです。



●私から贈る言葉●

1、「するべきことは息だけ」
すべては自分の感情（エモーション）に気づいて自分がどうしたいかがあるだけ、～したいためには、自分の
感情に気づいて自分で選択して、決めることが大切。自分が～したいと思うと全てが楽しく（エンジョイ）
なる。楽しくなると、伝えたくなる（エンターテイメント）、そし・ﾄ楽しくなるとリラックスできる、緊張
していては人間力（エンパワー）は出ない、リラックスできると人間力が発揮出来る、そして、人生が
素晴らしく（エクセレント）なる。
もし、そう思えないことがあったら、その起きた嫌なことで何を得ているか、自分の本当の感情に気づくこと、
そうすれば全てのことから学べる私になる。
例えば、人の悪口をいってしまう私なら、言うことで得ているものがある。
すっきり感からくる優越心？それは本当は「情けない」を隠したいだけ・・・
ジェラシーからくる負けたくない気持ち？それは本当は「悔しい」を隠したいだけ・・・
自分の感情に聞いてみよう、本当の心が見えてくる、そしたら、その心を素直に抱きしめてあげればいい、
だって、それがあるから今のあなたがあるのだから・・・

2、「人は、それぞれに輝いている、生きているだけで素晴らしい。その輝きは皆同じ。」
ただ時々、人間だから間違った行動をする。行動が間違っているだけだから、人格を否定せずに、

行動だけ変えればいい。行動変化（エクスチェンジ）こそが成長。
そして失敗したときほど 大好きを伝えよう。こんな私でも大好きといってもらえた、それが一歩
を踏み出す勇気 に変わる

3、「人間は弱い、人間は皆完ぺきではない。だから、できないことがあって当たり前」
弱いところがあって当たり前。あなたがダメなんじゃない、だめだと感じる思う私がいるから苦し
いだけ。生きている以上は悩むのが当たり前、悩むのは生きている証拠。悩まない人は、人のせいに
して、自分に言い訳ばかり言って、人の悪口言って、自分で自分の人生に責任をとろうとはしない。
だから、成長しない。
悩みは、成長のたね、悩むなら、悩む私が嫌と思わずに、悩むから成長できてよかったと思おう。
悩まなかったら、悩まない私は変と思わずに、素直によかったと思おう。
寝たら、よく寝れた、すっきりした、よかったと思おう。寝れなかったら、よく考えることができた
よかったと思おう。全ては自分にとって大切な、学ぶこと、必要なことが起きる。
だから、何が起き ても、自分と向き合って、人のせいにせず、いいわけせず、
人とかかわりあって、支えられて、支えて「成長できた。だからよかった」と
感謝できる自分でいよう

4、「人間は、いろんな自分を持っている、けちなところもあれば、けちでないところもある。
優しい、ところもあれば、そうでない日もある。どれも自分。」
今日は優しくなれなかっただけ、自分が自分らしくいるためには、突っ張ることが必要な時もある。
そして、優しくなかったと悩むあなたは、本当の優しさを知っている。
「自信がない」の反対は「自信がある」ではない。人は自信がない時もあれば、自信がある時もある、
それが人間、今日は自信がなかっただけ、しょうがない、そんな日もある。そしてどちらも私、
それが私、私は私、私以上にはなれない、だから私は私でいい。
自分を否定しないで、優しくなれなかったことでよかったことに焦点を当てて、けちだった時は
けちでよかったことに焦点を当てて、受け止めていく。そして不思議なことに受け止めた途端、
本当の優しさを手に入れている、けちでなくなっている。

否定しないで、自分の悪かったところ、失敗は失敗と潔く認める、ごめんなさいを言う、その上で、
その優しくできなかった、けちだったことの失敗から学んでいくことが大切。学んで初めて、本当の
反省（内省）ができて、成長できる。



5、「人生は二つの道は選べない、とった行動が、選んだ道がよかったと思う行動をとればいい」
大切なことはどちらの時間も、どんな自分も自分にとっては必要だということ、

皆、私の部分。そして、それを、嫌な自分と思う自分でいるのも、そう思わないでいる自分も選ぶのは

自分だということ、

6、「人生は舞台、一生明るくいるということをフリではなく、自分で決めて生き抜くことができ

たら、それは本物。違いは、自分で決めてやるか（自分軸）、相手に気に入られようとして、

自分をなくして、無理に相手に合わせるフリ（他人軸）なのか、の違い。」

「承認と賞賛・謙虚と遠慮・素直と従順・感謝とへつらいの違い」

人がどう思うかばかりで生きていたら、自分がなくなってしまう。

人の目を気にして行動していたら、最後には、重い鎧と兜を着てへたり込んでしまう

それはマリオネット、生きている人間ではない。明るいふりをして明るい人と

付き合っても楽しくない。

「本当は、はずかしがりやです。明るいふりをしていて疲れる」と正直に言えたら、同じ仲間

が寄ってくる。それが本当の友達。だから、一緒にいてリラックスできる。

7、「人間は、自分の見えている、聞こえている、感じている自分の世界に生きている。

人は、自分とは違う。だからわからないのが、当たり前。」

わからなかったら、聞けばいい。嫌われているかもしれないと感じたら、どんな所でそう感じた

のか聞けばいい。自分の思いこみの時もある、相手の思い違いの時もある。

聞けばわかる、相手のことは聞かない限りわからない。そして、その時に聞くこと、あとでは、

相手も忘れている。

8、「気持ちは伝わるまで伝えること、伝わらなければ、伝えたことにはならない」
具体的に「こうしたら」という新しい行動を伝えること、

そして相手の行動をいうのではなく、その時の自分の感情だけを伝えること

9、「人のいいところを見ることができるって素晴らしい。それはその人が素敵な証拠。」
相手のわがままなところがわかるのは、自分の中に同じものがあるから、反応するだけのこと。

だから嫌なやつと感じる人ほど、本当は自分に似ている。

そして、人も自分も、だめなところは、見方を変えればすべていいところ。

いいところに焦点を合わせたほうが生きやすい。

10、「シンプル イズ ベスト」 全ての答えは自分の中にある。」
だから、自分の目で見て、声を聞いて、感じて、悩んで、

考えて、自分らしく生きればいい。 （

すべて
だいじょうぶ！！



―終わりに－
人と人がうまくいかない時、人間関係がうまくいかない時は、
どうなっているかは、おわかりいただけてきたでしょう。

子どもの場合、親に注目してもらいたいからやっている時も
あります。子どもの万引きでも病的なもの以外、親が呼び
出される事によって愛情の確認をしているのです。子どもは
行動で訴えているのです。

「かくれんぼ」は何の為にやるのでしょうか？ 見つける為に
やるのです。見つかる為にやるのです。
「かくれんぼと非行」は良く似ています。子どもはつかまえて
ほしいのです。

「かくれんぼ」は、だから「みつけんぼ」なのです。

「かくれんぼ」をやめるときはどうしたらよいのでしょうか？
完璧に隠れるか、まったく見つける事ができなかったら
おもしろくなくてやめてしまいますよね。

では、そうならないようにするにはどうしたらよいので
しょうか？最後に一緒に考えてみましょう。

まず、どんな言葉にも致死量があるということを覚えて
おきましょう。眠れない時に飲む安定剤でも、量が過ぎれば
死ぬ時もあります。

こちらの言う事が、どんなに正しくても、相手の気持ちを
考え、その気持ちに寄り添い、その時のいい方、量と濃さと
タイミングが一致しなくては、相手の心を殺してしまう事が
あるということを考えて行動しましょう。

そして、いつも、プラスの行動で注目してマイナスの
行動は無視見て見ぬふり、よい行動に転じた時に注目
しましょう。

これは良くない行動を罰する変わりに、良い行動を誉める、
認めるということです。できない時に叱るのではなくできた
時に誉めるということを続けるのです。

例えば、朝、起きることができない子どもが起きた時に
ほめる。お喋りをしてないときに認めてあげる。
良い行動してくれた時に目一杯感謝する。
と言うことです。

これは、私が、一番関心を持って勉強していた「ブリ―フ
セラピ―」に繋がります。今問題の不登校によくつかわれる
ようになったセラピ―なのですが、不登校は、原因を追求して
いくセラピ―では、本人はとても苦しくなるのです。そこで、
その苦しい時でも、一瞬、楽しい事があったはずだ、その
楽しかった時を思い出してその一瞬の時（ブリ―フとは短いと
いう意味）を広げて考えてみようというのがブリーフ
セラピ―です。

朝、起きることができなかった子どもが起き時、『起きる
ことができてすごいね』 『今日はどうして起きることが
できたの』 『今日は楽しみな事があるから』 『そうか、
楽しみな事があると起きることができるんだね。
じゃあこれから、毎日寝る時に楽しみな事を一つ考えて寝よう
よ』というように、良かった日がどうであったか考えて、
そこから良い事を見つけて広げていこうという考え方です。

子育てに非常に役立つ明るく考えることが出来るセラピ―
です。又、朝７時に起きることができなければ、６時半から
声をかけるのではなく、７時1分におこすのです。余裕が
なければ起きます。余裕を持って起こすから起きないのです。

朝６時半に楽しい事を準備すれば必ず起きます。テレビゲーム
でもなんでも、自分で決めてもらうのです。だって遠足の
朝は起きてくるでしょう。起きる能力はもっているのです。

起きなくてよくしているのはお母さんかもしれません。
子どもの持つ能力を奪っているのです。まずはその能力を
信じてみましょう。
たまには遅刻してもいいじゃないですか。失敗して初めて
自分で考え行動するようになります。小さな失敗の体験が
成功に繋がるのです。子育てにはそれくらいの心の余裕、
ゆとりが一番大切です。

こうあるべきというべき思考を止めて、「人には、通じなくて
当たり前、その人はその人であって、私は私」なのだから、
みんな同じ考えにはならない、相手に通じればもうけもの
くらいに、ゆったり構える事が肝要です。

最後に、どうしても好きになれない人がいたらイメ―ジを
変えてみてはどうでしょう。相手を動物に置き換えてみても
いいですし、とにかくユ―モアで交わしてみるのです。

相手を「リトマス試験紙」と思って、会うたびに自分が
どう反応するかチェックすると、相手に会うのが楽しく
なってきたりもします。

「他人と過去は変えられない。そして、自分と今、未来は
変えられる」のです。どうしたら、自分を追い詰めずに
すむか考えて、まずは「リラックス」「目の前のことを
楽しむこと」自分から変わるように行動してみましょう。

さて、いろいろとお話してきましたが、お話は聞くだけで
いいのでしょうか。

私が園長になりたての頃、毎年多くの、教育講演を園で実施
致しました。その時、実に多くの方が｢胎教の大切さ｣
｢３つ子の魂１００まで｣をいわれたことでしょうか？
講演会に参加できる余裕ができるようになるのは、そして、
話をゆっくり聞けるのは、下の子どもが幼稚園に入ってからが、
やっとだというのに、です。

何か背中のかゆみに手が届かないもどかしさを感じました。
「いい話だけど今ごろ聞いてもねえ」が当時の私、保護者の
正直な気持ちだったでしょう。

｢胎教｣｢３つ子の魂１００まで｣の大切さは教育者として、
十分納得のいく話であり、当然のことでありますが、では、
話を聞いた時点で子育ては手遅れなのでしょうか？
私はそう考えません。確かに３歳までに培って話して
おくべき事もあります。

そして、「『つ』のつくうちに、即ち９つまで」にして
おきたい,（おくべきではなく、おきたいが大切）ことも
たくさんありますが、子育ては、気づいた時が１番大切
なのです。

「子育てに遅いということはない、気づいたときから
始めればいい」のです。

「もう遅いのでは」と悩む時間があったら、その時、
聞いた話の何か１つでも実行する事から始めて
みましょう。でなければ、「自己教育」や「生涯教育」と
言う言葉は、死語になってしまいます。

子どもだけでなく、お母さん自身も、私自身も
まだまだ、「生涯教育」の真っ只中、成長過程に
あるのです。



繰り返しますが、子育ては気づいた今からで決して遅く
はないのです。だから、今からでも聞いた事を一つでも実践
することから始めましょう。その事が何より大切なのです。

ですから、私は、過去の振り返りを中心とした心理学では
なく、「現在の状況を判断し、未来を考える」行動療法を
中心に学んでいます。

子ども達と保護者の方、ひいては自分の成長、その為に
これからも、私は、皆さんと共に勉強を続けて行きたいと
考えます。

さて、教育の現場では、｢心のケア｣がクロ―ズアップされ、
いよいよ、中央教育審議会では、小中学校にスク―ル
カウンセラ―を置く事を決議いたしました。(執筆当時)事件が
あるたびに、心理学の先生がマスコミに登場する事
からも。各大学の心理学専攻学部が注目され、大学受験
学生の人気を博し、受験難関学部となっている社会情勢です。
その重要性から、｢臨床心理士｣の受験資格も｢大学院卒業、
５年以上の臨床経験、定期的論文発表の義務付けその他
数項目の追加｣と改められました。

最近のマスコミでも、マインドコントロ―ルについて大きく
取り沙汰されるのも、今の世相を反映しているのかも
しれません。
真相はさだかではありませんが、こういう時代だからこそ、
又、巧みに心理を利用した怪しげな誘いもあることを肝に
命じていかなければならないと考えます。

そして、尚かつ、今の子どもたちにとっては、（いえ、大人に
とっても、）｢心の教育｣カウンセリングは必要不可欠なものと
いえるでしょう。

ならば、周りにいる私達大人が、しっかりとその選択眼を

養って、適切な心理学を学んで応用していく必要があると

考えます。

このような時代に先駆けて、心理学を学ぶ事ができ、

素晴らしい教授陣、精神科医師、心療内科医師、セラピストの
方々に出会えた事を心から感謝しています。

私も、まだまだ教育問題でも思い悩む事も多く、困った時に

心理の専門家の意見として、何時でも教えを請える家族の

ような付き合いをしてくださる方が、バックボ―ンにいる

安心感は、何にもかえがたいものです。

順調な時はいいのです。何か困った事が出てきた時だけで

よいのです。未熟ですがチャイルド・ケア・セラピストと

しての園長の事を心の片隅に思い出して頂ければなにより

幸いです。

ゆりの樹幼稚園には、教育学だけではなく、園長という

「チャイルドケア、カウンセラ―（セラピスト）」がいると

いう安心感を保護者の方にも持っていただけるように私も、

更に、学習を続けて参りたいと思います。

これから皆さんの人生には、楽しいこと嬉しいことの他に、いやな

こと、辛いこと、そしてして成功も失敗も待っていることでしょう。
だからこそ、勇気を持って進んでほしいと思います。仏様の言葉に

このような言葉があります。

『失敗をしたときはそれまで自分が背負ってきた「業」を流して頂い
ている時である。だから失敗をしたときは赤飯を炊いて喜びなさい』

人間はどんなにいい人でも、どんなにいい生き方をして

いるときも、必ずどこかで誰かに迷惑をかけていたり、

世話になっていたりします。人間は一人では生きていけない

動物だからです。

自分がお世話をしていると思っている時でさえ、後から世話をして

いるその人によって自分が支えられていたことに気付くこともあり

ます。反対に世話をしているつもりでもその人に嫌な思いをさせて

いる時もあります。

だから、どんなにいい人でも何かしら業を背負って生きて

います。失敗をしたときに、悩んだり苦しんだりする中で、

その失敗で今までの自分が知らない間に行ってきた過ちを

流しているのです。

私達は、知らない間に作ってしまった業を失敗によってゼロにして

いるのです。だから、業がたまるたびに失敗をしてしまうのです。

そう思うとき、失敗は失敗ではないと思うのです。逆に

言えば、失敗をしないと思っている人はきっと、業を抱えた

まま生きていくのかもしれません。失敗は人を成長させます。

なぜなら業をゼロにしてそこから又、再スタートできるからです。

そして、謙虚さを学べるからです

もし、これからの人生に失敗と感じることがあったとしても、失敗

と感じるその自分が自分を苦しめているに過ぎないのです。そして、

失敗だと気づいた段階で、それはもはや、失敗では

ないのです。

失敗してもいいのです。失敗したからこそわかったことが

たくさんあったはずです。学んだことがあったはずです。

成長したはずです。何かに気付いたはずです。

その失敗から学べばいいのだと思うのです。

だから、今、自分がどんな状態にあるか、

そしてどうしたいのか、感じて、気づくことが大切です。

気づけば行動が変わります。それが成長です。



「自分がこうしたい」という自分自身が目指すものが
はっきりしている時、人はその人間力を発揮できる

のです。本当の賢さが育つのです。

心がリラックスし、緊張や不安がない時、ありのままの自分

のエネルギーは希望で明るく満ちてきます。どうか、結果では

なく、人生のプロセスを楽しみ、感じた事を伝えあい、最後

まであきらめない心を大切に、悲しくても辛くても、何が

あってもそれを乗り越えていく事が出来る心を持ち続けて

下さい。

人は「必要と選択」を重ねて生きているのです。過去の

どんな自分もそうである必要があったのです。その行動

を選択してきた肯定的意味があるのです。だから、今の

自分がある、生きていることが素晴らしい、今の自分が

いい、それでいい、と思える私であること、ありのままで

そのままで素晴らしいと思うことができれば、本当の

幸せは必ずやってきます。

「・・・だから、よかった」と自己を肯定し、どんな自分も

受容すれば、凛として、おだやかな人になることができ

ます。人生の主人公は自分。他人がどう思うか、人の

評価だけに振り回されないで、生きることの意味を

知って、力強く、どっしりと、自分の足で立ち、自分の

人生の・Vナリオは自分で作るパワーを持ち続けて

下さいね

そして、自己決定したなら、もう別の道が選べないなら、

あとは腹をくくって、自分が選んだ道がよかったと思え

るような行動をとること、選んだ道が幸せだったと感じ

ることができるような道を自分自身が歩むことです。

そうすれば、全ての選択は幸せの道につながるのです。

そして、そのことを幸せと感じるか否かも自分次第です。

幸せは誰かにしてもらうものではなく自分が感じるもの

なのです。幸せは自分で作るものなのです。

人は「すべての答えを自分の中に持っている」の
です。責任をとれるのは自分だけです。

自分の行動を変えられるのは自分だけです。人生は失敗の繰り

返し、失敗の積み重ね、そうした失敗の繰り返しの中から、自

分を見つめ、考え、学び取り、自分で責任が取れ、自分が責任

を取った事だから、自己承認が出来るのです。「今できること

をできることから精一杯やること」そしてどんなときも 「自

分の感情に気づき、言い訳をしない。いろいろなことがうまく

出来なくても卑屈にならない。自己受容し、最後まで自分を信

じる。そしてどのような状況も楽しみ、リラックスを得る。小

さなすべてに感謝し、喜ぶ心を持つこと」それが人生を、あな

た自身を生きやすくしてくれると私は確信しています。

「行動変化は成長のあかし、一滴の
水もやがて大河になる。」

どうか、あなたの人生が輝く人生となりますように。
何があっても、人に振り回されず、振り回されたなら、
そのことも学びとして、受け止めて、凛として、美しく
生きていくことができますように。

そして、「思い通りにならないから人生はおもしろい」のです。

「想定内の行動は想定内の結果しか生み出さない、想定外

の人生だからこそ、予測のつかない面白い結果がある」

「分かっていることは分かっている範囲にしか変化しない、

わからない選択だからこそ、想定外の変化も起きる」のです。

どうかあきらめないでチャレンジし続けて下さい。それこそが、

たった一度しかない人生を楽しむことでもあるのです。すべては次

へのステップ。何があってもすべてを楽しむことです。そうやって、

体験を繰り返すによって人生が豊かになっていくのです。

ナポレオンは『我輩の辞書に不可能は無い』といったそうですが、

彼の業績の三分の一は失敗でした。そして、彼は失敗ではなく、成

功したほうに目を向けたのです。彼は自分が好きで、自分を最後ま

で信じられたから、劣等感を持たなかったのです。劣等感を持たな

「失敗をする人は、失敗をするから劣等感を持つのではなく、

劣等感を持つから、失敗した方だけに目を向ける」のです。

そして限りなく落ち込んで、自分の人生はすべて悪いもの

だと悲観し、暗くしていくのです。

「成功をする人は、劣等感をもたないからこそ、たとえ失敗

があっても、その失敗を教訓に、成功したことだけに目を向

けることが出来て、プラスの方に目と考えを向けて、自分の

人生を明るくしていく」のです。

人生には必ず、失敗も、成功も、マイナスも、プラスの面もありま

す。失敗の、失敗の、失敗の連続の先にあきらめなければ、必ず

ゴールという成功があるのです。自分に正直に、うそをつかず、最

後まであきらめず、努力すれば、そのゴールが最初、目指したゴー

ルと違っていても、自分が歩んできた道なら、そのプロセスの中で

自分に納得がいく新たなゴールが見つかるのです。だから、最後の

瞬間まで、自分を大好きで、自分を信じ、あきらめない心を持って

人生を歩んで下さいね。

失敗を人のせいにする人は、他人を恨み、他人の成功をねたみ

ます。だから、失敗をした時こそ、成功の時より、自分と向き合い、

自分で決断し、自分の行動に自分で責任を取ることが大切です。

もう一歩踏み込んだ自己の探求が人を成長させるのだと思います。

ここまで到達するには，時間が必要かもしれません。

しかしながら、自分が幸せになるためには人に幸せにして

もらおうとおもっては幸せになれないと感じるのです。人は何も

ない時はいい、そして何もない人生はありえません。自分に回りに

何かあった時、何を感じ、どのように対応し、自己決断・ﾅきる人間

であるのか、後悔ではなく自分自身を向上させる反省を持って、

自分と向き合い振り返る事が出来るのかがやはり人間教育では大切

ではないでしょうか。

ありふれた日常の中から、その小さな夢、幸せ、喜びを

見つける力。その力が、生きるエネルギーを生み出していく

のだと思います。
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